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使徒　1:1-2
　冒頭にも述べられているように、この書はルカの福音書の続きに当たる。キリストの生涯を語り示した後で、キリストを信じる者たち、いや、キリストによって救われた者たちの姿が書き記されていく。それは、キリストによって与えられた福音がどれほど確かなものであるかを物語る、大事な証拠の提示、と言えるだろう。書き記したのは引き続き、ルカである。
 
使徒　1:3-5
　復活された後、イエスは弟子たちと共に40日を過ごされた。そこそこの長さと見るか、物足りないと感じるか、でも、もちろん神はこれで直接キリストの口を通して語るべきことは語り終えたということでの、ひとまずの決着である。そう、この時期の最大の意味は、キリストの御業をきちんと弟子たちに理解させ、旧約からの裏付けも指し示すことである。後々弟子たちは、旧約を頻繁に引用していくが、常識的に考えて、その由来はキリストのこの時期の説明にあると言えるだろう。むろん、もって以前に語られたことを思い出して、ということも含まれていくが。言い換えれば、私たちはキリストに直接会ってはいないけれど、聖書を通じて、その御業も教えも約束も、ちゃんと受け取っていくことができるのである。彼らも私たちも、基本は同じなのだ。
 
使徒　1:4-5
　弟子たちは復活されたイエスに会い、意気揚々としていたのだろう。だが、人の意欲や熱意によって動かし得るほど、この世界の抱える事態は容易ではない。だから、神ご自身が彼らを動かしてくださるまでは待て、と告げられている。弟子たちは何が起こるのかについて何も分かってはいなかっただろうが、自分たちの考えで突っ走るわけにはいかないのだということは、よく理解したようである。彼らには、スタートを切るための出発点が必要だった。
 
使徒　1:6-8
　この言葉はずっと、弟子たちがローマ帝国への対抗を意識していたことを示すものとして受け止められてきた。つまり、かつて民衆が思っていたように、イエスが王として君臨し、ユダヤ人を率いてローマと戦う、という構図だ。そういうふうにも読める。それで、イエスは直接的には応じずに、というふうに説明されてきた。だが、イエスが彼らに真っ直ぐ答えたのだとすれば、弟子たちの言葉そのものがもっと霊的な趣旨だったのかもしれない。国の再興とは、ローマからの脱却ではなく、民が神のもとに立ち返ること、なのだとすれば、話はスムーズにつながる。復活後のイエスからずっと説明を聞いていた弟子たちである。それにペンテコステ以降の様子にもローマとの対決は全く出てこないことからも、彼らが願ったことは上記のようなものと理解した方がよさそうだ。
 
使徒　1:7-8
　今こそ、と問い掛けた弟子たちに、その時期は明らかにされていないとイエスは応じられた。ペンテコステは目の前に迫っていたのだから、明らかにしてはいけない理由はあまり見当たらない。とすれば、弟子たちの問い掛けもイエスも応答も、始まりの時がいつかではなく、完成の時はいつかに関するものと理解した方が良いだろう。それがいつなのかは、今なお、私たちもまだ見出してはいない。でも、神はそのことをきちんと見据えておられること、だからこそ、完成の時期がどうであっても、私たちとしては諦めず、焦らずに、自分たちのなすべき業に取り組み続けることが大事、ということになる。
 
使徒　1:8
　人々が神のもとに立ち返ることを待ち望む者として、私たちがなすべきこと、それはキリストの証人になること、つまり、キリストの御業によって何が約束され、実現されたのか、まさに福音を紹介することである。それができるのは聖霊によって力を受けるからであり、決して自分たちの頑張りによるものではない。地域的な広がりは、当時のユダヤ人にとって分かりやすい拡散の話で、かつ、サマリア人・異邦人という、従来は無視されていた人々への波及が明示されていることは重要だ。初期のクリスチャンはそのことを十分に意識していなかったようだが。なお、地の果てをローマへという意味だとする見解もあるようだが、脈絡からするとかなり無理がある。当時のユダヤ人はローマを果てとは思っていないし、ローマ中心の世界観も持っていない。
 
使徒　1:9-11
　イエスは地上を離れた。それは肉体を持った、人間としての存在でもあることを選択された（クリスマスの受肉）ことからすれば、必然的でもある。1000年、2000年と不老不死状態の御子がこの世に居続けることは、この福音の理解にも混乱を来すし、弟子たちの行動にも良き影響は与えない。彼ら自身を歩んで行かせようされて、そのことが物理的に言えば拡大になることを意図されていたことからすれば、主は地上に留まらないことが最善であるのは明らかだ。むろんそれは、手を引くことではないし、神の助けが薄くなることでは全くないのだが。
 
使徒　1:10-11
　主の昇天は弟子たちには予告されていたはずだ。それでも茫然自失していた弟子たちに、天使らは力強い約束を与えている。その実現は彼らが生きている間ではなかったけれど、民が神のもとに立ち返ることの実現という願い（6節）と重ね合わせると、キリストの支配は何も変わっていないことを語るその約束は、とても力強いものとなったはずだ。同じ有様、というのは、全く同じ姿格好という意味の必要性はなく、変わらずに神であり人である方として、という趣旨が重要である。ただ、実質的に全く同じであっても、もちろんいっこうにかまわない。もしそうだったら、私たちもまた、あの時地上を歩まれた主の顔を見ることができるという、なかなかにワクワクする思いもある。いずれにしても、これは大切な励ましの約束である。
 
使徒　1:12-14
　イエスの言葉に、弟子たちは従ったのである。父の約束を待てとの言葉通りに、彼らはエルサレムの町に留まり、事が起こるのを祈りつつ待っている。11人の弟子の名が記されており、イエスの兄弟、つまりヤコブたちも加わっている。15節には120人と記されている（第一コリント15:6では500人）。核になる、始まりの人々が心を一つにして備えていたということが、大事な点である。
 
使徒　1:15-22
　ユダの結末はペテロの話の本筋ではない。ルカが読者のために説明として入れたもので、ペテロが言いたかったことは、自分たちの仲間から失われた者が出たので、代わりの者を立てる必要がある、という点である。それは、イエスご自身が12人を立てたということ、そして、12という数字が十二部族のように、大事な意味を持っているものとして扱われてきたことに関連する。それに、弟子の使命はキリストを証言することで、これからその役目は大きくなっていくことを考えると、実質的な必要性もあると考えたのだろう。むろん、聖書の引用があるように、それが御心と確信してのことであるが。
 
使徒　1:21-22
　使徒の意味合いは、後の時代に大きく誤解されたように思う。この箇所によれば、彼らの意義は、イエスの生涯の目撃者で、それを他の人に証言できる者たち、ということにある。資質や賜物でもないし、まして、特別な権能が与えられていたということでもない。イエスが12人を特別に訓練されたのは確かだが、とすれば、後から入った人はそれに該当しなくなってしまう。聖書は、神のなさっていることは、とてもシンプルであって、何か神秘的な不可思議な現象の類ではない。そんなものに頼らなくても、単純に神の御業があり、約束があり、それが伝えられていく所にこそ、祝福は実現するのだと、それが聖書の示す道筋である。
 
使徒　1:23-26
　ここでの選び方は、使徒の役目にふさわしい状況の人を彼ら自身が選び出し、その上で神の直接指名を意味するくじに委ねるというものだった。今日、くじという方法はあれほどの信頼性は与えられていないので、それに倣うべきとは思わないが。でも、総会などでの選挙は、この感覚に似ている。候補にするためには、様々な知恵や判断が駆使されるのだが、最終的にどうなのかは、人々それぞれの判断による投票に委ねていこうとする。衆愚という言い方があるように、投票が常に良き結果を示すとは限らないのだが、でも、会衆制教会などでそれを大切に扱っているのは、つまりは、人の知恵や判断を大切にも思うけれど、神ご自身の直接介入ということをも意識している、そのための投票であることを思っておくべきだろう。あの投票は決して、人間たちの思惑によってどうこう、などというためのものではない。
 
使徒　2:1-4
　なぜこの日だったのかは、神様に聞いてみないと分からないけれど、多くの人が祭で集まっていた機会を用いられたのだと考えるのがちょうど良さそうだ。そして、諸国から人々が集まっていたからこそ、神の力が発揮される奇跡もまた、諸国の人々の言葉で語ること、だったのだ。この現象は、不可思議な言葉を発したということではなくて、そこにいた人々に彼ら自身に馴染みのある言葉で福音を伝えるためのものだったということである。不思議さにばかり目が向きやすいが、大事なことは、届けたい、伝えたいということにある。まさに1:8の使命の始まりである。
 
使徒　2:1-6
　この始まりには、町の人々に対してだけでなく、弟子たち自身にとっても印象深いものであった。それは、これから始まっていくことが神ご自身の御業であることをはっきりと指し示すためであり、そのことは後々まで大事な指針となって行っている。確かに、こういうふうにして事が動いていかなければ、彼らはどのようにして歩み出せばいいか、分からなかっただろう。物音に驚いた集まってきた人たちがいたからこそ、彼らは語り始めたのでもあるから。
 
使徒　2:5-13
　人々の当惑は、様々な所から来ている自分たちの言葉で弟子たちが語ったことにある。まず現状に驚き、そして当然に、何が語られているのかに注目が集まっていく。もっとも、事の重大さに目を向けようとしないで、ただの騒動として見ていた人たちもいたわけで、結局は、何が語られようとも、それを聞こうとする人々なのかどうかが鍵、でもある。イスラエルの歴史は、どれほど偉大な神の業がなされても、信じる人もいれば、そっぽを向く人もいる、ということの実際例でもある。イエスご自身もルカ14:16-24のように語られた。
 
使徒　2:14-21
　声を張り上げ、とあるので、騒然としている街の中で、ペテロたちは必死になって呼びかけようとしていたのだと分かる。幸いにも、その言葉は人々の耳に届いたようだ。彼はまず、今の事態が何なのかを説明している。ヨエルの預言が成就するのだという話は福音書には出ていないはずだが、事が神の御業であることは、イエスの約束に従って待っていた彼らには明白なことだったので、この預言を思い起こしたのだろう。復活後のイエスが言及していた可能性もあるが。人々も、目の前の不思議が預言通りの神の業として受け止めるのが最も納得のいくことだったので、その説明を受け止め、なおさら、ペテロの語ることに注目したようである。野次が飛んだ様子はない。
 
使徒　2:22-23
　ペテロはまず、イエスの生涯を語っている。その内容は、ユダヤにいた信仰的なことに関心のある人なら、誰でもよく知っている事柄だ。人々は、その通りだ、と頷いて聞いていただろう（神が、という部分は省いて）。この段階では、人々はまだイエスを殺したことについて、自分たちに正義があると思っている。ただ、ペテロが説明した内容は、よくよく考えれば、十字架刑の是非について、強い疑義をもたらすものである。イエスは、奇跡を行い、それは人々を助けるためにこそ発揮されてきた。その教えも旧約に依拠するもので、人々はそれを好意的に受け止めてきたはずであって、何ら批判されるべきものなどなかった。ところが、そのような人を民は、神を卑しめるものだと責めた。ただ、それなら自分たちの手で処罰すれば良いのに、異邦人の手に渡す。何かおかしいぞと考え始める人たちが出てきて当然。事実を述べているだけだが、人々の心に問い質す力強い呼びかけだ。
 
使徒　2:24-32
　十字架までのことは、町の誰もが知っていることだった。弟子たちが人々に告げたのは、イエスの復活である。むろん、荒唐無稽な話にしか聞こえないだろうということは承知していた。それで、ダビデの言葉を引用して、神が関わってくださるなら死者からの復活は十分にあり得ることだと指摘している。その言葉の解説として、ダビデはやがて来る特別な存在のことを告げていたのだと説き明かしている。旧約をよく知っていた当時のユダヤ人は、ペテロの論理に納得したのだろう。旧約からの引用にはいろんなタイプがあるが、人々の思いを喚起して、真実へと向かわせるための手がかりとして機能する場合もある。
 
使徒　2:32-35
　ダビデの言葉は、やがてくる特別な方についてのものであることは、人々も納得することだった。そうすると、人々の目の前には二つの点が突きつけられる。まず、イエスの生涯は神の御心に適うものだったはずで、それが理不尽にも殺された。とすれば、神はその人を捨て置くはずがない、という点。次に、イエスの復活について弟子たちが皆で証言しているという点。当時のユダヤでは、神に関わることで複数の人が証言するなら、それは真実なのだと認められるという大前提があった。皆で嘘をついているとか、皆で夢を見ている、という概念はない。現に祭司長らも、イエスの復活そのものを否定しようとする動きは見せていない。彼らは何があろうとイエスは認めない、と言い続けたのである。この二点がある時、人々は問い質される。あなたはイエスを何者だと認識するのか、と。
 
使徒　2:33-36
　加えて、今現在の現象である。預言通りのことが起こっているのは、イエスが特別な方であるとの立証にもつながる。とすれば、この方はキリスト、約束の救い主であることは明らかだろうと、ペテロは人々に呼びかけている。そうすると、キリストを拒んで投げ捨てたのだと気づいた時に、人々の驚愕、動揺は尽きることがない。それは一切を壊滅させる事態を自ら引き寄せてしまったことになる。ペテロは人々の責任（十字架刑についての）を問い質しているわけではない。イエスを誰だと認めるのかと問い掛けているのである。
 
使徒　2:37-40
　人々の驚愕は当然である。むろん、皆がそう思ったわけではなく、あいかわらず、イエスなど気にする必要なしと考えていた人たちも多かったのは事実だが。ともかく、真実に気づいた人々はこの事態を何とかせねばならないと気づいている。ペテロの呼びかけはまさに福音の内容そのもので、償いではなく、善行でもなく、神に願い求めることしかないのだと、そう告げている。その言葉のとおり、神からの呼びかけは、人々の悪を糾弾するものではなく、断罪で終わるものではなく、そういう者たちを助け出すことにこそ神の願いがあるのだと、聖書はずっと告げている。人々が応じていったのは、むしろ当然のことであろう。
 
使徒　2:41-42
　ここから教会としての活動が始まった。キリストを信じる者の群れは以前からあったのだが、この世に対して自らを示し、その歩みを通して福音を証する存在という点では、まさにここから、である。弟子たちはイエスの指示通り待ったが、それが豊かに花開いたのだ。3000人というのは、おそらく、イエスに関心を持ちつつも様子見をしていた人々が一気に、ということでもあろう。イエスの回りには男だけでも5000人が集まっていたこともあるのだから、決して多くはない。42節は教会の最も基本的な姿として受け止められている。つまり、キリストに発する教えを聞き、応答し、互いに支え合い、聖餐式を行い、共に神に祈っていたということである。クリスチャン生活の基本要素は礼拝にあると言われるが、キリスト教の礼拝は、この4項目を軸にしていると言っても良いだろう。
 
使徒　2:43-47
　この様子を、原始共産制というふうに呼ぶ人もあるが、そんなに複雑な話ではなくて、困っている人がいれば互いに助け合ったという、最も素朴な行動を告げるものとして考えたほうが良い。私有財産を否定したわけではない。もし、裕福な人々が財産をすべて放棄してしまったら、たとえそれを教会に献金したとしても、すぐに全体が貧困化するだけである。財を与えられているのなら、きちんとそれを用いて富を増し、そうすることでなおいっそう他の人々を助けることもできる。別の理念を持ち込むと話が混乱する。
 
使徒　3:1-8
　福音書にはいくらでも出てくる事柄である。そう、イエスがなさったのであれば、ごく日常的な行動だ。でも、それと同じことが弟子たちによってなされている。それは、彼らが救い主として紹介しているイエスが本物であることを指し示す印となった。弟子にも同じことをなさせえる力は、まさに本物であるからだ。それにしても、彼ら、さほど気負いもせず、当たり前のことをしているだけ、という様子で事に臨んでいるのは感慨深い。彼らにとっては奇跡の力より、そこで困っている人がいて、それを助けられるのは幸いなこと、という思いのほうがずっと大事なのだ。とても有意義なことである。良き業は、常にそうありたいものだ。
 
使徒　3:6
　この歩けない人が求めていたのは金銭である。歩けるようになる可能性など、全く意識していない。彼はイエスの評判も、弟子たちの評判も聞いてはいなかったということか。弟子たち自身、こういうことになるとは考えてもいなかったわけで、まさに、神ご自身が導いてくださっての機会である。金銭も神が与えてくださるものだから、手にしているものが金銭であるのなら、それはそれで十分に意義あることだけれど、神はこの人のためにさらに良いものを用意しておられた、ということだ。橋渡しをする役目を果たす者たちも、自分たちの思惑を越えて神が祝福をもたらしてくださる可能性を、決して忘れてはならないのだ。
 
使徒　3:9-11
　人々の驚きは、今さっきまで歩けずに座っていた人が歩き回っていたことが一つ、それから、ペテロたちによる奇跡だったことにある。ペテロたちがイエスの弟子であることは気づいていたとしても、彼ら自身はただの人だとの認識だったのに、その彼らが特別な力を発揮している。イエスの力と権威はそこまでの確かさを持っているのかと、人々は目を開かれる思いをしたのだ。何ものでもないはずの者たちが、でも、神によって生かされていくときには力を得るということ、それは大きな証となりえる。
 
使徒　3:12-16
　人々の戸惑いはペテロにとって、福音を指し示す絶好の機会となっている。まずは、イエスが真の救い主であることを証明する出来事として、人々の前に指し示している。復活はイエスがキリストであることの軸となる証拠であるが、実際には見ていない人も多い。むろん、弟子たちの確かな証言というものも効果的だが（神に関することでは嘘は言わないというユダヤ人の基本概念もある）、合わせて、こういうふうに弟子たちが力を発揮することは人々にとって分かりやすい印となっている。信仰者の生きる姿は、確かに豊かな福音の提示となり得る。
 
使徒　3:17-20
　2章の説教がすでに語られているので、ここではもう一歩踏み込んだ話になっている。17-20節では、悔い改めの必要と神の助けが用意されているという約束が明言される。神に背いた罪は確かにあるが、それならもうだめだ、という結論にはならない、のだ。これは多くの人類にとって、とりわけ神に対して真剣であろうとしている人々にとって、驚きだろう。でも、それを実現するためにこそ神の御子がこの世に来てくださって犠牲を払ってくださったのだから、この約束は真実であり、大切な要である。
 
使徒　3:20-26
　救いの約束が語られて、今度はそれを実現してくださる方、つまりイエス・キリストについての説明となっている。救い主がもしも頼りにならないとしたら、この約束は全面的に瓦解してしまうからだ。ただ、この時点でイエスは目の前にいない。それが何ら案じる必要のないことである点が旧約から告げられ、さらに、与えられている約束は間違いないことも旧約から指し示されている。こういう引用の仕方は難解でもあるけれど、この話は神殿でのもの、人々は十分に理解できるという前提でもある。
 
使徒　4:1-4
　弟子たちが捕らえられた初の場面だ。十字架の時も弟子たちには追っ手はかからなかったので、彼らとしても大いに緊張する事態だったはずだ。理由は「祭司長たちが苛立った」からである。復活を語ることについては、パリサイ派の人々はそれを肯定していたので（イエスが、という部分は別としても）、指導者の間でも食い違いが生じてきている様子が見える。なお5000人は、この日だけで5000人と考えても構わないが、これまでの累計として5000人に達したと理解しても良いだろう。大事なことは、弾圧は始まったけれど、人々の反応はすこぶる良くて、弟子たちの活動は豊かな結果をもたらしていた、ということである。その中での逮捕だった。
 
使徒　4:5-7
　指導者側の問いかけが興味深い。していることを悪いとは責めず、根拠を問い質す。神の権威を重視するユダヤならではでもある。もっとも彼らとしては、目の前の良き業そのものは否定できないので、権威の点で攻撃材料を見つけようとしたのだろうが。でも、弟子たちも、イエスご自身も、それに正面から応答していく様子から、権威の問題は大事であるのを痛感させられる。その良きことが本物であるため、継続するため、その場限りでなく後々まで広がっていくためにも、神ご自身の後ろ盾、リードがあってこそというのが不可欠だからだ。ペテロたちとしてはむろん異論はない。彼らはまさに神の権威によってこそ、事に望んでいる。彼らの思いによるものではないのだ。
 
使徒　4:8-12
　弟子たちにとって、この尋問は良き機会だった。彼らはイエスを指し示したかったのだから、大歓迎の質問だったことだろう。そして、あの奇跡もまたイエスがキリストであることの証拠としても活用され得る。祭司長たちが問い質したとおりに、これがイエスの権威によるものであれば、イエスには本物の力があることの印でもある。弟子たち自身が勇気を増し加えられつつ、毅然として語り続けたのだろう。12節の言葉は有名で、イエスこそが救い主であること、他には神への道はないことを明言する。自分で自分を救い出すことができないことも含めて、受け止めておきたい言葉である。
 
使徒　4:13-18
　指導者たちの戸惑いは、ペテロたちの大胆さと、癒された人自身が生き証人がそこにいること、事実関係を否定はできないという事態に直面したからだ。ペテロたちがイエスの弟子であったことに気づかなかったというあたりは、弟子の存在を全く重視していなかったことの表れで、一連のことが神の御業として起こっている示唆のひとつのだが。この事態に至っても、力で黙らせれば済むと考えているあたりが、事の真剣さを全く理解しない愚かさと言える。彼らは、神ご自身の御業も含めて、自分たちの思いを越えたことなどありはしないのだと思い込んでいる。
 
使徒　4:19-22
　ペテロたちの応答は真っ直ぐなものである。なすすべのない指導者たちの脅しと、彼ら自身が体験している神の真実と、どちらを重視するのかは明白と言える。ただ、現実問題としてはそれは決して容易ではない。人は真実を選べるとは限らず、弱さを抱えている存在だからだ。だからこそ、神の前に祈り、助けを求め続ける必要もある。私たちは、正しいからそのように生きるのではなく、神に導かれ、神に支えられているからそのように生きる、のだ。
 
使徒　4:23-31
　彼らの祈りの内容の大半は、神が全てを支配しておられる方であること、だから十字架のことも、今回の弾圧のことも、一切は神の御手の中にあることなのだという確認、確信の表明である。それはイエスご自身が語られていたことともつながる。苦難はあるのだが、その一切が神の御手の中にあるのだと知ることが、信仰の確かな力になることを聖書は告げている。その結論としての願いが印象的だ。彼らは迫害から守ってくださいと願うのではなく、大胆に語らせてくださいと前に進む道筋を求めている。神を信頼し、神に期待してからこそ、の姿である。
 
使徒　4:31
　聖霊の顕著な働きかけによる現象は、使徒の働きの中で見る限り、人々が戸惑ったり、不安を抱えるような場面で、神の確かな御手が働いていることを指し示すために発揮されている。旧約なら印としての奇跡が提示されるような場面である。それ自体が神の御心実現として不可欠ということではなく、人々の励ましのため、ということだとすれば、場面により、また時代状況により、励まし方に違いが生じたとしても不思議ではない。人はしばしばせっかくの御業を間違ったふうに扱うので、神は適切に受け止められるための道筋を用いて行かれる、それは当然である。
 
使徒　4:32-37
　前にも述べたように、原始共産制のような、私有財産の否定といった概念はここにはない。あくまでも自主的に人々が持ち寄ったことを告げているのだ。全財産を捨てるという概念も存在しない。人々はむしろ、適切に儲けを生み出して、それを大いに人々のために用いていたと考えるのが妥当だ。実際には、こういうやり方をしても6章にあるような混乱は不足は生じたのだが。バルナバはおそらく、他の人よりも多くのものを提供したのだろう。慰めの子と称されている彼としてはごく自然な行動であったのだろうが。そう、彼がしたのは代金の提供だけではなく、日頃からの慰めと励ましであって、それはこの後も教会にとって、様々な人々にとって大きな力となっている。
 
使徒　5:1-6
　初期の教会は良いことだけではなく、問題も生じた。人のありようとしては当然だが、当時のクリスチャンたちとしては衝撃だったろう。アナニアの行動は、バルナバに対する称賛の声に惹かれたのだと考えられる。自分の畑を売ったのだから、どのように使おうが自由で、全てを捧げる義務も何もない。一部だったとしても、大いに素晴らしいことであり、人々の助けになる業だ。でも、欺きと言われているので、彼らはまるで全てを捧げたのだというふりをしたである。それはつまり、この行為の目的が人々を励ますためではなく、自分たちの評価を上げるためのものだったことを指し示す。神の前での業が、別の理由、しかも、決して神の前では了解され得ない目的のためになされているのは、神ご自身への冒?にもつながる。評価されることを期待すること自体は悪くはないのだが、彼らはまさに偽ったのである。
 
使徒　5:5-6
　アナニアが息絶えたことに、厳しすぎるという思いを抱く人があっても不思議とは思わない。誰かを傷つけたわけでもない、厳しい叱責でも十分、という感覚は大いにあり得る。ただ、これは教会の歩みが始まった所、良き業が広がり始めた所、アナニアはその一切を台無しにするところだった。それは彼個人の悪問うだけの話ではなく、神の民全体の課題になっていた。人前にも示されるようなことに取り組もうとするのなら、重い責任も担うことになるというのは、聖書の原則でもある。彼はどう取り繕っても、神をないがしろにし、それでいいのだということを身をもって表明したのだ。それはこの良き歩み全体を壊す部類のものだった。ひとたび神を欺けば、それで良いのだ、という感覚が皆に広がってしまう。
 
使徒　5:7-11
　妻のサッピラに対して、ペテロは宣告を下す前に、今度はあらかじめ問い掛けている。アナニアへの対応との違いは、その場の様子から来るものだろう。ともかく、ちゃんと問い質した。でも、サッピラは偽りを明言した。それゆえ、同じ扱いがされている。死という事態に、教会の人々も恐れを覚えているが、その思いは当時の状況の中で必要だったということである。常にこういう対処が必要という意味ではないし、まして、人が神の業を代行すべきではない。聖書の中でも、罪深き者が、それで処断されていのちを失うというような場面は、決して多くはないことを覚えておきたい。
 
使徒　5:12-16
　しるしと不思議とは、いわゆる奇跡の類も含まれるが、この言い方からすると、クリスチャンたちの態度、行動の様子もその一つと言うべきだろう。「心を一つにして」という状態は、確かに回りからすると不思議な光景で、その軸になっている事柄への関心を呼び覚ますはずだ。もう一つの不思議は、信仰については同意していないのに彼らのことを尊敬している人たちが出てきている様子だ。人類は、信仰が異なれば相手を排斥し憎むというふうに思い込んでいるが、そんなことはない、のである。信者の数が増えていく様子も、彼らを見ていた人々にとっては驚きであり、注目させられる事柄だ。そういう状態だったからこそ、ペテロたちのしていた癒やしにも、人々は強い期待を抱くようになったのである。単に不思議な業が行われているだけ引き寄せられるほど、人はそんなに愚かではない。信仰の姿は、様々な側面によって成り立っていると言える。
 
使徒　5:17-26
　こういう介入の仕方は例外的である。ペテロは助け出されたが、ヤコブは殉教している。ここは当局と全面対決をしてでも、福音の確かさをはっきりと宣言しておく必要があると神が意図されたのだろう。祭司長とか一部の過激な人々（7:54-）の心を動かすには至らなくても、世間の人々はなおいっそうこの福音への関心を強めている。柔和であること、敵対しないことと、堂々と提示することとは両立する話である。祭司長たちですら当惑し、安易に手出しすることの愚を思い知らされているのだから。
 
使徒　5:27-32
　祭司長たちの言い分は、弟子たちを偽り者として糾弾するものではなく、自分たちが責められることを回避する趣旨のものだけになっている。弟子たちは祭司長らに十字架の責任を負わせようとしているのではなく、人類全体の罪の結果として語っているだけだが。祭司長らは抑え込もうとしているわけだが、これでは何の説得力もない。弟子たちが4章よりもさらに力強く反論したのは、むしろ当然とも言える。弾圧や迫害はあるけれど、はたしてそれが何を責めているのかは、ちゃんと見た方が良いだろう。そうすれば、説得する道筋も見えてくる。
 
使徒　5;33-40
　ガマリエルの指摘は、弟子たちに加担するわけではなく、でも、真実を見出していこうとする立場でのまっとうな見解だ。彼の指摘を、単に結果が事の真相を示す、という趣旨だけで受け止めてしまうのはもったいない。結果をもたらすのは神ご自身であるとの前提に基づいて、ようするに、人の思いとしてどうであったとしても、神ご自身がその運動を認めるのか、否定されるのか、それがすべてであるということで、そこを見ていかなければ、自分たち自身が深刻なことになると、そう告げている。この観点はとても重要で、だからこそ私たちは常に、言葉に照らし、御心に適う歩みであるのかを、確かめ続ける必要がある。熱心に取り組んでいるときほどなおさら。
 
使徒　5:41-42
　禁じられたけれど、その根拠は何も示されていないから、当然に弟子たちは語り続けている。29節の言葉のとおりである。彼らを止めたければ、御心そのものに基づいた指摘をすべきだった。むろん、これは神の御子ご自身の示しておられる歩みなのだから、それを御心に基づいて否定するなど不可能であるのだが。祭司長たちも、これ以上の手出しは難しいと感じたのだろう。ステパノ事件は、単にクリスチャンというだけでなく、帰国者たちの存在へのユダヤ社会の混乱に基づくもので、そういう動きもまた、ユダヤ当局側の手詰まり感を示している。
 
使徒　6:1
　この当時の世界共通語はギリシア語である。ユダヤ人は世界各地に居住していたが、そういう人たちはユダヤに戻ってきてもヘブル語よりギリシア語を使うことが多かった。同じユダヤ人だが、文化や生活習慣には違いが生じていたのだ。そういう人々が扱いで差別されていた。深刻なのは、その影響が出ていたのが、未亡人たちへの配給の問題だったことだ。当時、夫を亡くした彼女たちには生活できる手段が乏しく、皆で支えていくのは当然のことだった。そういう弱い立場にいる人々が、文化的な食い違いから来る差別によってつらい目に遭わされていた。キリスト教は順調に進展していたけれど、これは深刻な課題であって、その対処が問われるものだった。
 
使徒　6:2-7
　この箇所は、「使徒の役目は食卓のことではない」という趣旨で受け止められることがあるが、事態の深刻さからすると、むしろ使徒たちは自分たちが片手間で対処できることではないと考えて、適任者を置くことにしたのだと見るのが妥当だ。それも、選ばれた人々のリストを見ると、ギリシア語を使う人々から立てられており、当時の教会においてはまだまだ少数派だった人々の中からリーダーたちを擁立した、という意味になる。実際、彼らは配給のことだけをしていたわけではなく、積極的な宣教活動も展開しており、使徒に並ぶ指導者としての期待が込められていたのだ。この課題が生じたのは残念なことだが、教会は積極的な対処に出たということである。
 
使徒　6:8-15
　ステパノは自らに託されている役割を果たすべく、精力的に宣教活動に取り組んでいる。幸いにも彼にはそういう面での賜物も与えられていたようだ。神の御心に基づいた論調に、人々は対抗できなかったのだと記されている。こういう場合に使われるのが嘘偽りによる弾圧であり、アハブ王がナボテを捕らえたときもそうだったことを思う（第一列王記21）。それにしても、ステパノと対立したのはユダヤ人側でも主流派ではなく、それこそギリシア語を使うユダヤ人の部類だったのは印象的だ。その領域での衝突だったわけで、このことはステパノ問題がエルサレムにある教会の主軸にはさほどの影響をもたらさなかったことにもつながる。
 
使徒　6:13-14
　ステパノへの批判は、「偽りの証人」と書いてあるように、当時の教会においても、真っ赤な嘘だと認識されていたことだが、イエスの言動はしばしば伝統的ユダヤの教えと対立していると見られているので、きちんと確かめておきたい。イエスが当時の祭司長やパリサイ人に反対したのは事実だが、神殿、つまり神への礼拝を壊すことを告げたことはなく、モーセが告げた教えを否定したこともない。それをさらに明確にしたことはあるが。「慣習」を変えたのだとすれば、それはユダヤの人々自身が変えてきてしまったものを、本来のところに戻そうという、そういう変革はしたのだけれども。
 
使徒　7:1-8
　ステパノの話は結構長い。そして、大祭司の尋問にまともに答えているかどうかは疑問なので、意味するところがわかりにくいかもしれない。順を追って語られていることを確かめ、その真意を見定めていこう。まずはアブラハムの話。ユダヤ人であれば誰でもよく知っている出来事だ。創世記には様々なことが書いてあるが、その中でステパノが指摘しているのは、アブラハムは決して地上での繁栄を手にしてはいなかった、むしろ、苦闘を強いられる日々を歩んだのだ、という点である。それでも、アブラハムの後に続く人々に、神は豊かな祝福を確約されたのだ、ということである。
 
使徒　7:9-16
　次はヤコブの話、そしてヨセフの出来事。出来事そのものは、ユダヤの人々はよく知っている。指摘されているのは、ヨセフが苦しんだこと、捨て去られ、忘れられたように見える状況だったこと、でも神は決して忘れてはおらず、ヨセフを通して家族全体、つまりはイスラエルの民全体に祝福をもたらしてくださったのだ、という事柄だ。ヤコブは異邦の地にいったんは退いたけれど、それが神の御手の中にあることのゆえに、何の心配もいらない、ちゃんと約束の地に戻してもらっている、と告げられている。一時的にはうまくいかず、捨てられたように思えても、主の元にあるのなら、事は決して終わってはいないのだ。神は周到に事を進めておられるのだと告げている。
 
使徒　7:17-22
　イスラエルの民は苦しみを通ってきたね、と呼びかけている。神の約束があっても、それで順風満帆だったわけではない、ということだ。でも、神はモーセという一人の存在を用意して、この民を助け出してくださった。それも、誰も気づきもしないところからである。大人になるまでのモーセは、彼が民を救い出す人になるなどとは、全く考えられていなかったのだ。これをイエス・キリストと重ね合わせる意図があったのかどうかは、微妙なところだ。むしろ、忘れ去られていたような民に、でも神は決して彼らを捨ててはいなかったのだということの例示として語っていると受け止めた方が良いだろう。ステパノは、ユダヤの人々が皆、よく知っている事柄を語りつつ、徐々に、イエスによる救いの実現がまさに神の御業であることを指し示していこうとしているが、まだ先は長い。
 
使徒　7:23-29
　モーセの出来事には、彼が勝手に先走ったために混乱した部分が伴う。神がもともと80歳のモーセを用いる予定だったのか、40年を無駄にしたのかは、聖書は何も語っていない。80歳から120歳の40年については、民の愚かさのゆえであるのだが。でも、モーセ自身で言えば、彼は自分の考えと力で動こうとした結果、頓挫した。民の救出は、人の知恵や意図ではなく、神ご自身の御業でなければなし得ない。ユダヤの人々は、彼らなりの熱意で取り組んでいたとは言えるが、それでは事はなし得ない。ヨハネ1:13も思い出したい。
 
使徒　7:30-34
　モーセが指導者として神から呼び出された場面であり、もちろんユダヤ人はよく知っていることだ。目新しい内容は何も語られていない。だが、モーセ自身が戸惑っている様子はしっかりと告げられている。彼が民を救う者として立てられていくことは、誰も考えてはいなかったことなのだ。でも、神のご計画は確かにそこにあり、事が始まり、事が実現していった。人となられた神の御子は、外面的に言えばただの人であり、ナザレの人として見られ、そういう様子を見ていた人々は、何の意味があるのかと疑念すら抱いた。そのこと自体は人としてはごく当たり前の反応だが、でも、モーセが用いられたこと、神の偉大な業がなされたことを思い出すなら、真の救い主は人の思いを越えて登場し、事を成し遂げるのだということを見出すことができるはず。ステパノはそう指摘する。
 
使徒　7:35-43
　神はモーセを立てて、神をエジプトから救い出された。事は実現した。それなのに、イスラエルの民はモーセを拒み、神を拒んだ。旧約にはその歴史が明確に記録されている。助けてもらう前に拒絶してエジプトに留まったとか、何も起こらない段階で信じがたいと戸惑ったのであればまだしも、彼らは救出が実現した後で反発した。それは単なる不安ではなく、明らかな背信だった。新約時代のユダヤ人は、その痛い経験への反省から、神に忠誠を尽くすことを意図していたはずだったのだが、ステパノはこういうふうに告げることを通して、今もなお、人々は同じことをしていると指摘している。聞いていた人々の表情が険しくなっていく様子が想像できる。
 
使徒　7:37
　申命記18:15からの引用だが、もともとの意味はイスラエルの民に、他国の偶像の預言者などに聞き従わず、神が与えられる真の預言者にこそ聞き従えと告げるものだ。その意味合いで、イスラエルの中から出てくる預言者、とされている。歴史としては、イスラエル民族出身でも間違ったことを告げる者たちはいくらでもいたのだが、ここでは、異邦の教えに従うのか、主なる神に従うのかという二者択一が指し示されている。モーセがこの言葉を、後に出てくる真の預言者たちを意図して語ったと考えるのが妥当なところだが、後には究極的な預言者、あるいはメシヤを意識するものとして受け止められたようだ。ステパノの言葉は明らかにイエスを指すものとして語られている。その違いは、旧約引用の幅としては妥当なところだろう。意図は同じである。そう、他の声に聞き従うのか、それとも神にこそ聞き従うのか。ステパノは人々に、「あなたがたはモーセの警告を捨てて、神の声ではないものに聞き従っている」と告げている。
 
使徒　7:42-43
　アモス書5:26-27を引用するものだが、七十人訳をもとにしているとされる。用語は少し変わっているが趣旨は同じである。主なる神をないがしろにして、異邦の神々に仕えようとする人々に対して、それなら思えたちは異邦の地に行くことになる、と宣言されている。それはむしろ、民が自ら望んだことではないか、という指摘でもある。これは人類全体についても言えることだ。人の罪に対して神が怒りの鉄槌を、というふうに考えられやすいのだが、実際的には、人々自身が神を拒み、神の祝福から立ち去り、自らが選んだ生き方、神の助けのない場所で生きることを選んだ結果がこれ、である。この言葉は、人の罪がどれほど深刻かを鋭く指摘している。ステパノはユダヤの民にそう告げているのだから、聞いていた人々が愕然としたのは当然でもある。もっともそれは2章あたりから弟子たちが繰り返し語り続けていることではあるのだが。ステパノは特異なことを語っているわけではない。
 
使徒　7:44-50
　ここまで来て、ステパノは6:14の告発に関することを語っている。ユダヤの民は神殿を神聖視して、神殿への批判的な態度に対しては激しく反発する。もっともステパノはそんなことは語っておらず、あくまでも「偽り」（6:13）であるのだが、それを機会ととらえて、ステパノはあえて踏み込んだようだ。むろん、語られている内容は旧約の告げる通りのことであり、神の指示に基づいて建てられた場所であり、でも同時に、決して神の居場所ではない、それにはとうてい足りないということが述べられているのみだ。神殿を大切にするのは当然ということと、神殿さえ大事にしていれば大丈夫と思うことへの鋭い指摘がなされている。結局ステパノは自らへの嫌疑への反論はせず、ひたすら、旧約に基づいてユダヤの民への鋭い呼びかけをするばかりだったのだ。弁明ではなく福音宣教の機会として用いた、のである。
 
使徒　7:51-53
　はたしてステパノのような語り方をするのが常に妥当かどうかは議論があるだろう。23:6のパウロの主張も賛否あるとは思う。内容は正しいのだが。でも、ステパノは自らへの攻撃をどうにかしようという意図は全くないように見える。それでこの終わりの部分も、旧約の民がそうだったように、今の人々もまた神に逆らい、神の呼びかけに逆らい、神が与えてくださった救い主に逆らうばかりだ、と告げている。相手がユダヤの民、神の民とされている人々であるからこそなおさら、そして、自分たちは神に忠実だと思っている人々であるからこそなおさら、ステパノは正面から切り込んでいる。ユダヤ人が憎いからではない。彼らを思うからこそ、である。それは60節の言葉にも表れている。
 
使徒　7:54-60
　これは正式な処刑でなく、暴徒による私刑である。大祭司らがどういうつもりだったのかは何も語られていないが、放置したのは明らかである。もっと冷静な糾弾を意図していたかもしれないが。ステパノの言葉は、十字架のイエスとの類似が指摘されるが、決定的に違うのは、自らが救いの業を成し遂げている方の言葉と、救い主の御業が成し遂げられているからこそ確信を与えられている人の言葉との差異である。ステパノはひたすらに、救い主キリストの御業にこそ寄り頼みつつ、だからこそ、事を受け止めている。むろんそれは決して容易なことではないのだが、でも、歴史上、そういうふうにして厳しい事態にも立ち続けた人々はたくさんいる。本人の力ではなく、意志の強さの問題でもない。頼っている相手、主なる神の確かさこそが、彼らにとっての土台であるのだ。
 
使徒　7:58
　サウロ、後のパウロの名前が記録されている。彼がこの暴徒の首謀者だったとの見方もあるが、確実ではない。でも8:1にあるように、彼は明らかにこの事態に賛同したのだ。そして、この後のサウロは、キリスト教徒への迫害、弾圧へと自らを投じていくのであって、この出来事が彼自身の歩みにおいて決定的な意味合いをもっていたのは明らかだ。でも、その彼がやがて使徒の働きの主役として記録されていくようになる。神のなさる不思議を思う。そしてまた、神の御業と恵みは偉大であることを思うのだ。
 
使徒　8:1-3
　ステパノは誠実な活動をしていた人である。彼は旧約に基づいてまっすぐに語ったのであって、イエスをキリストと認めていない人であっても、自分たちの欠けを素直に認める人々は、ステパノの指摘に心を動かされていたようだ。だが、これを契機として一気に弾圧を、と動いた人々も多かったということである。ただ、この箇所の記述は大雑把で、弾圧の対象になったのは帰国したユダヤ人の中にいたクリスチャンたちだったとも言われている。ユダヤやガリラヤで生まれ育った人々ではなく、である。このため、信仰を理由とした社会的な動きでもあったとも見られる。帰国者たちのほうが先進的で、ユダヤのクリスチャンたちは伝統的なあり方を保っていたからでもあるだろう。使徒たちは従来型の人でもあるので（実際にはかなり先を行く人々でもあったが）、エルサレムに留まり得たとの指摘である。もっとも彼らはすぐに積極的に外へと出て行くのだが。
 
使徒　8:4-8
　散らされた人々、というのが海外生まれのユダヤ人クリスチャンたちである。彼らは他民族との接触にも違和感が薄く、それが功を奏して、サマリア人への伝道が可能になった。ユダヤ人とサマリア人の対立は有名だが、この人々にとっては抵抗感は薄かったのだ。神のなさることは実に不思議だ。ピリポは6:5の7人の一人で、彼自身も海外生まれのクリスチャンである。当然にエルサレムには残れなかったが、それゆえにこそ、良き働きがなされていく。彼は異邦人伝道の先駆者となっている。サマリアの人々も歓迎している。かつてイエスご自身が伝道されたこともあるし、この福音が自分たちにも開かれていることを歓迎したのだ。
 
使徒　8:9-25
　シモンの出来事は、ペテロの厳しい言い方のゆえに、彼の回心が偽物だったとか、邪悪なままだったというふうに受け止めることが多いが、救いの力がどのような人にも及ぶことを考えると、はたしてそうだろうかと思う。確かに彼はバプテスマを受けた後も、以前の考え方を引きずっている。だが、それは多くの人にも見られるものだ。むしろこの出来事は、神から離れたところに生きてきた人は、回心してもすぐには刷新されず、だからこそ自他共に警戒し、また、神の助けと導きを求め続けるべきという、大切な教訓として受け止めるべきではないかと思う。それだからこそペテロもシモンに対して厳しく語り、彼が変えられていくことを切に願っている。この事件を経て、ペテロたちがシモンを切り捨てたとは考えにくい。
 
使徒　8:26-40
　エチオピアの宦官への伝道は、福音が異邦人にも届けられるものであることの、最初の現れと言える。サマリア人は異邦人とはまた別の扱いだったから。出来事そのものは単純で、旧約の預言の書を土台として福音が語られて、それを聞いた人が主を信じたということである。相手がユダヤ人でも、異邦人でも、福音そのものの意義と、その提示は基本的に変わりはない。そして、神は確かに、主を慕い求める者に、この福音への理解を与え、信仰を与え、助け導いてくださるのだ。なお、ピリポがこのために用いられているのは印象深い。彼はやはり、ユダヤ育ちの人々よりは異邦人に開いた姿勢で向き合いやすい賜物を持っていたということだ。人にはそれぞれの賜物がある。ふさわしい場所で、与えられているものを積極的に生かしつつ歩んでいくのが基本である。それを越えたことを神が指示なさる場合は別だが。
 
使徒　8:26-28
　エチオピアからエルサレムまでは、相当に遠い。それを礼拝のためにわざわざやってきたのだから、彼はもともとからして神を、天地創造の全能の神を慕い求めていたのだ。でも、それまでのユダヤの理解では、彼が身を置ける場所はなかった。さらに言えば彼は宦官であり、ユダヤの戒律では神の前から除外された人として扱われていた。だが、イザヤ56:4-8のように、彼のような人々が主に迎え入れられることは、はるか昔からの教えでもあったのだが。人はしばしば、自らの思いに合わない神の言葉は聞こえないふりをし、無視する。
 
使徒　8:36-38
　この出来事を浸礼の証拠として語る人もあるが、もともとバプテスマとは基本的に浸すことを意味しているのだから、初期段階において、そういう扱いがなされたのは不思議ではない。ユダヤにおける信仰的決意表明の印としてのバプテスマも、単なる水注ぎではない。だが、これはその時、そういうふうにしてなされたということに過ぎず（浸されていたこと自体を否定する論議はないはずだ）、所作のあり方を指し示すために告げられているものではないことは、浸礼を意図する人々ほどに、きちんとわきまえておくべきだ。
 
使徒　9:1-9
　ここまでしなければサウロはイエスがキリストであることに気づかなかったのだ、ということなのだろう。神は強引とも言えるような手法で、彼の目の前に割り込んでこられた。その劇的な様子に憧れる人もあるだろうが、衝撃というものは心身にあまり良くないわけで、できることなら穏やかに主に会い、主を喜び、慕い求めるようになったほうがずっと心地よい。それにはやはり、心を柔らかくして、主に聞くことに素直であるべきだ。サウロは熱心だったけれども、自分自身の熱意であって、神の御心を尋ね求めるものではなかった。十二弟子が呼び寄せられた時のほうが、はるかに穏やかで喜々としたものだったことを思う。
 
使徒　9:3-5
　サウロは、自分は神に対して忠実で、その御心を行っているのだと確信していた。だが、突如、目の前に現れた存在、彼はその相手が神であることはすぐに悟ったのだが、その相手がイエスだと名乗ったときに、とんでもないことをしてきたのだと痛感したに違いない。そして、破滅を覚悟したことだろう。彼は神の厳格さを考えつつ、人々を弾圧してきたのだから。でも、その刃は自分に跳ね返ってきた。だからこそ6節にある神の言葉は戸惑いであり、驚きであったはずだ。そこには滅びではなく、先へと続く道が用意されていたのだから。
 
使徒　9:7-8
　回りの人たちは、声は聞こえたとあるが、何を言っていたのかは分からなかったようだ。サウロに必要な呼びかけであって、他の人には伝える必要が、今のところはなかったから、でもある。それに、周囲にいる者たちは大祭司側の面々だから、サウロが回心するとなれば弾圧もあり得た。もっともこの時は、訳が分からないでいる人々が、サウロを町まで連れて行ってくれたりと良い関係を持っていた様子がうかがえて、サウロがただの乱暴者ではなくて、彼なりに誠実に歩んでいた人であることを思わせてくれる。
 
使徒　9:10-19
　アナニアの反応は当然だろうと思う。信用できないという意味でも、そんな人に手を貸すのかという意味でも、関わりたくないと考えるのは、決して奇異なことではない。だが、それでもなお、神がご自分の意図をはっきりと示されたときに、それに応じていこうとした姿は、とても意義深いものだ。人は様々な思いを抱くし、時には神の指示に違和感を覚えることもある。それを率直に語るのはふさわしいことだ。その上で、神が確かに示されている御心があるのなら、それに従っていこうとする。これは単なる服従ではなく、嫌々ながらでもなく、神を信頼するからこそ、である。
 
使徒　9:15-16
　神のサウロに対する取り扱いは、むろん、一番には彼自身のためである。だが、同時にそこには繰り返し、彼が担っていく使命、神が託して行かれる事柄のことが強く語られている。パウロは自分の救いと託された責任とを重ね合わせて語ることが多いので、同行していたルカがその視点を含めて語っているのは、ご自然なことでもある。それにしても、神が人に与えてくださる祝福は、本人のためであると共に、他の人のためでもあるということは、重要な視点である。
 
使徒　9:17-19
　「鱗のようなもの」が何だったのかは、判別しようがない。サウロが一時的に目が見えなくなっていたこと、精神的なものではなくて何らかの物理的な要因があったこと、それが神の関与されたことである、というあたりが明らかなところだ。目が見えなくなるというのは、バプテスマのヨハネの父親であるザカリヤの場合にも見られるように、大きな意味合いを持つ出来事として扱われている。身体的な事柄が内面的なことと直結するわけではないが、サウロ自身はこの事態の中で、神が自分に深く関わっておられるのだということを、はっきりと認識したのは間違いない。その人によって、転機となる場面は異なるだろう。大事なことは、そこでしっかりと確かな道筋を受け止めるのか、それとも、放置したままになるのか、である。
 
使徒　9:19-22
　神がサウロを召し出したのはなるほどと、ダマスコにいたクリスチャンたちは思ったことだろう。彼はそれまでの自分の行為に落ち込むよりも、今まさに手にした真実に歓喜して、精力的に宣教活動を展開したのだ。それは性格的なものが大きく影響しているのであって、どちらが良いというようなことではない。ただ、この時期の教会にとっては、サウロのような資質を持つ人が必要だったというのは、よく理解できる。それにしてもサウロの場合、自分のしてきたことを忘れているけではなく、重く理解もしていて、それでいてなおこうして前に進んで行けたのには、やはり、キリストによる救いについて絶対的な確信をもっていたからではある。それは大切なことだ。
 
使徒　9:23-25
　ユダヤ人側の行動は、それまでのサウロ自身の行動からすれば、当然のことではあるだろう。むろん、こういう行動を肯定するつもりはない。でも、サウロ自身としては覚悟の上ではあったかとも思う。もし他の人だったら、彼自身が率先して弾圧に乗り出したのだろうから。だが、それゆえにこそ、理由が何であれ、「殺す」ことで打開しようとするのは愚かなことと、深く思い知っておくべきである。意見が異なって対立したり、激しく議論するのは仕方がなく、必要な場合も多々ある。だが、黙らせるためにと命を奪ってしまうなら、もはや取り返しのつかないことをなすのであるし、そしてまた、自らにも同じ事態を招き寄せるものになるのだと、痛感しておきたい。
 
使徒　9:26-30
　エルサレム教会に受け入れられなかったのは、サウロ自身の責任である。人はそんなに簡単に、誰かを信用はできないものだ。それだからこそ、バルナバのような人の存在が必要になる。これはまさに彼の賜物であり、そうやって互いに不足することを補い合う。神が意図されている世界のあり方はそういうものだ。自分一人で完全ではなく、助け合い、支え合って良きものを形成する。このバルナバの存在も含めて、サウロが結局は受け入れられたこと、また、大いに活躍したことは、当時の教会が御心にかなうあり方をしていた確かなしるしと言える。
 
使徒　9:29-30
　サウロは熱心だったが、彼の取り組みは成功はしていない。再び、彼のいのちを狙う者たちが出てきている。サウロの元の仲間たちであって、彼自身の前歴が彼の働きを妨げているのだ。彼は大いに熱心だったけれども、その取り組みは頓挫している。故郷のタルソに逃げざるを得なかったのであって、彼は失意の中でくすぶることになる。やがて神の御心は彼を別の形で用いて行かれる。だが、今はまだその時ではなく、彼の熱意がただ空回りしているような事態だ。主の時があり、それに合致しなければどれほど立派な取り組みだとしても、うまくはいかないということはあるのだと、聖書は告げている。
 
使徒　9:31
　ステパノの出来事は、人々を意気消沈させても当然の衝撃を与えていたはずだ。世間にとっても、この信仰に関わると厄介だという印象を与えて不思議はない。だが実際は、クリスチャンたちは前進し、世の人々もまた強い関心をもって福音を尋ね求め、そして信じて行っている。むろん、苦難を喜び楽しむ必要はなく、平穏であることを切に願うのは当然である。だが、もし、そういう事態に至るとしても、それは何も救いの幸いを損なうものではないことを、聖書は語り告げている。そう言えば江戸時代の弾圧も、実はそれ以降のほうが全国的にキリシタンの動きは広まったのだとも言われている。
 
使徒　9:32-35
　使徒の働きには、弟子たちを通して病の癒やしが実現する場面が何度も出てくる。それはイエスがなさっていたことと弟子たちの活動とは同じ路線のものなのだということを社会に認知させる意図が込められていたのではないかと思う。むろんそれは神ご自身の意図でもある。御子の業と人々の取り組みなのだから、レベルの違いがあって当然なのに、むしろ積極的に弟子たちの行動をバックアップなさる神のお姿を知り得る。それにしても、福音書に示されているイエスの癒やしは、ひたすら目の前にいる人をかわいそうに思うからという意図が強く感じられるのに対して、弟子たちの行動については、むろん、助けを必要としている人がいるからというのが一番だけれど、この福音の確かさを示す手段としての意味合いも意識されているように見えるのは、印象深い。そのあたりが、御子ご自身と弟子たちとの差異と言えそうだ。
 
使徒　9:36-43
　病気と死と、そこには人の概念や能力からすれば決定的な違いがあるはずなのだが、聖書に記されている様子には、さほどの強い違いが感じられない。全能の神にとってはどちらでも、ということだろう。もっとも、生き返らせる場面は件数的にはずっと少ないので、生死の問題を動かすことについては、神ご自身が慎重に対処なさっていることは分かる。それでもなお、神の御手にとっては、十二分に可能なこと、であるのだ。このことは、死の理由である罪そのものを神が打破してくださることを知る有意義な手がかりともなっている。
 
使徒　10:1-8
　これまで、出来事の中心は使徒たちであった。ところが10章は異邦人のコルネリウスが行動を起こしたところから事は進んでいる。むろん、神が彼に呼びかけたからだが、その点も、神が使徒たちに行けと告げるよりも先に、異邦人に呼びかけている。使徒の働きは、ユダヤ人という枠組みから異邦人へと広がっていく様子を語る。そうでなければ全世界に、全ての民にとならないのだから必然だけれど、それが決して、ユダヤ人のおこぼれとか、残り物が提供されるのではなくて、彼ら異邦人もまた、ユダヤ人と同等に神の顧みておられる人々であり、福音の対象であることを、この書に示されている事柄はしっかりと表してくれている。
 
使徒　10:1-2
　コルネリウスは本格的な異邦人伝道の発端としての役目を果たすことになった。エチオピアの宦官は帰国してしまったので、パレスチナに広がりつつあった教会の取り組みとは直接の関わりがない。でもコルネリウスは確実にカイサリアの教会、及び広がり始めていた異邦人クリスチャンの群れにとって大きな意味を持つことになる。神が彼を呼び出したのは、彼の社会的地位から様々な混乱や圧力に抵抗しやすいということと、家族全体として神を敬う者になっていたことがあるはずだ。家族のことは、彼を支える者たちがそばにいたという意味でもあり、それは大きな力となっていたことだろう。信仰に立場などの差はない。でも、神があえて選び出して重荷を背負わせようとする際には、十分に考慮なさっているのだと、そう考えさせられる。ありがたいことだ。
 
使徒　10:9-15
　律法には食してはいけないと定められているものがある。ユダヤ人で、神の前に誠実に生きようとしている者たちは、それらを大切に守ることを考えていた。でも、考えてみると、そういった規定を命じたのは神である。とすれば、その神ご自身が「食べよ」と言っているのなら、それを拒むのは理由がない。モーセ律法においてはそう命ずる意義があっても、それを改変することを神が意図されている以上、この指示が神の御心である。それに応じないなら、従っているのは律法という制度であって、神ご自身に対してではない。
 
使徒　10:17-23
　不思議な幻は、食べ物の解放を意図したものではなく、福音は異邦人に開かれるのだということを指し示すためのものだ。当初、ペテロはその意図に気づかなかったが、コルネリウスの使者を迎えて、神の意図をすぐに察知した。エチオピア宦官やサマリア人への伝道が始まっていても、まだまだ異邦人は枠の外という感覚が当たり前だったからこそ、神はこういうやり方で、その意図を指し示されている。当初、そのことがわからないのは仕方がない。でもそれをしっかりと受け止めていく所に、当時の使徒たちの信仰姿勢の意義がある。
 
使徒　10:24-33
　ペテロは幻を見た。さらに、コルネリウスからの使者も到着して、神の意図が何であるかを確信している。だが、ここで改めて彼は事の次第を確認している。幻は大きな意味を持っていたが、でも、幻である限りは単なる偶然、勘違いの可能性はゼロではない。だから、自分の見た者がただの幻ではなく、神が確かに示されたことなのだと確信できるかどうかを、しっかり見極めようとしている。神の導きは様々な方法で与えられるかもしれない。でもそれが真実かどうかを、今の私たちなら、聖書の言葉に沿うものかどうかという観点で常に問い直すべきである。聖書から離れたところでの示しは、それが強烈であるほどになおさら、たとえその内容が良いものだったとしてもなお、留保する覚悟をもって向き合うべきだろう。
 
使徒　10:34-43
　ペテロはイエス・キリストを語っている。「どこの国の人であっても」神の恵みの対象になり得るのだということが実現するためには、キリストによる救いしかないのだから、最も的確な話と言うことができる。人の業である限りは、人間同士の様々な違いが大きく影響する可能性は常に高い。だが、事を成し遂げてくださったのはキリストで、人は皆この方を信じて呼び求めることでこそ救いを手にするのだったら、まさに、どんな人でも同じように扱われ得る。キリスト教は常にキリストを提示してきたが、もしそれでいて人と人との間に神の祝福の差をつけるようなことをするとしたら、自分たちの信仰の核そのものを自ら否定することになる。パウロの主張もそのあたりに基づいている。
 
使徒　10:44-48
　聖霊の臨在が顕著に示される出来事が、使徒の働きには時折出てくる。これはペンテコステの出来事に類似するが同一ではない。また、その人の信仰の度合いが影響するようなものでもない。神が一方的に介入して、人々に特殊な体験をさせているのだ。それは、新しいことに直面し、それが確かに神の御手によっていることを人々に確認させるための、分かりやすい扱いであったようだ。この類のことは人の側から求めてどうなるものではなく、必要に応じて神がなさることである。いわゆる神秘体験とは別のものであるし、そういう部類のものを待望する感覚で、こういう神の御業と向き合うべきではない。
 
使徒　11:1-4
　ユダヤ人クリスチャンは、自らが神によって一方的に救い出されているのにも関わらず、それまでの習慣からも、異邦人クリスチャンという存在には否定的だった。もっとも、神がなさっていることを頭から批判するわけにもいかないから、ペテロを攻撃するというやりかたになったのだろう。異邦人など認めない、と思うのなら、堂々と神に対して述べれば良さそうなものだが。でも、異邦人を拒むのは、自分自身に与えられている救いをも拒むものになることに、はたしてどれだけの人が気づいていたのだろうか。
 
使徒　11:4-17
　異邦人への宣教については、論理的な説得もありえただろうと思う。だがペテロは、出来事をしっかりとたどりながら、事は神ご自身がなさっていることなのだから、という説明をしている。手法は様々あるとは思うが、結局のところ、信仰者とは神の御心に聞き、神の御業についていく者であるという視点は、とても大切なことだと思う。ただし、出来事をすべて神の業だと決めつけてしまうのは危険なことで（間違った事柄がなされている場合だっていくらでもある）、ペテロも慎重にそのあたりを見極めた上での話であるのは、注意して読むべき箇所だ。
 
使徒　11:18
　人々のこの反応は、とても大事なことだ。彼らはペテロのしたことに反発していた。彼らの考えていたことに沿わないものだったからだ。でも、ペテロ自身がどうかではなく、神ご自身の業と御心がどこにあるのかを示されたとき、人々はそれを受け止めている。この覚悟はとても大切である。「沈黙した」というのは、それがやはり衝撃的で、受け止めるのに時間を要したということでもあるだろう。盛んに議論していた人々が口を閉ざし、神の御心を尋ね求めることができる。とても幸いなことである。（議論が悪いのではなく、抑え込むなど言語道断、しっかり語り合うべきであり、でも、神にこそ服するのである。）
 
使徒　11:19-21
　ステパノ事件の後、サマリアに福音が届いたことはすでに見た。でも、人々はさらに先へも逃れていったようだ。このあたりまで来ると、明らかにユダヤの影響からは脱している。ユダヤ人もたくさん住んでいたけれど、他民族のほうがはるかに多い。当初はユダヤ人にこそ語りかけていた人々が異邦人にも目を向けていったのは、ごく自然なことでもある。散らされたのは大変な事態だったけれど、人々が無理強いではなく、おのずと異邦人に語るようになるためには、散らされたこともまた意義があったのだと、そう言える。それに、嫌々でなく、喜んで、進んで、ということは福音宣教においては大いに有意義なことであるのは間違いない。結果が出て、人々はその行動が意義があったのだと、励まされ、喜んだに違いない。
 
使徒　11:22-24
　バルナバが派遣されたのは、彼が慰めの子と呼ばれている資質を有していたからだ。異邦人伝道はまだ始まったばかりで、エルサレム教会の人々にとっては異質なもの。それを受け止めて、良い形で進めていくのには、彼のような励ましの人が適切。単にすべてを許容するのではなく、必要に応じて軌道修正もし、そしてまたバックアップしていくというのは、とても大事な業である。時代や状況は違っていても、こういう人の存在は常に必要だ。パウロとは違う、これもまた大切な価値なのだ。
 
使徒　11:25-26
　タルソでのパウロの様子は明確には記されていないが、話の流れからして、志がうまく発揮できずに消沈していたパウロを、再びバルナバが支えて活躍の場を提供したのだと理解するのが最も自然だ。むろんそれはパウロのためだけではなく、彼の賜物がアンティオキアで必要だと確信していたからでもあるが。実際に、この招聘はとてもうまく働いて、アンティオキア教会の豊かな発展にもつながっている。人々の様子が有意義なものであったことは、彼らがキリスト者と呼ばれたことからも分かる。その呼び名は回りからは蔑称で、キリストばかり言っているということだが、本人たちとしては大いに歓迎することで、キリストこそが自分たちの救い主と元気よく生きていたのである。
 
使徒　11:27-30
　他の地域での苦境に対して、互いに支援の手を差し伸べるというのは、初期の教会にとって最も基本的な取り組みの一つであったようだ。サマリアやアンティオキアでの始まりをエルサレムが助け、ユダヤでの飢饉をアンティオキアや、後にはギリシアの教会が助けている。そういう資金を届けることは最も大切な役割として認識され、だからこそバルナバとパウロが派遣されている。後々まで、パウロはこの役割を果たし続けていて、彼が旅を続けた目的の一つにもなっている。今日も、互いに支え合うことはキリスト者と呼ばれる者たちの教会にとって欠かせない要素であることを、よく考えておきたい。
 
使徒　12:1-2
　ヤコブは十二弟子である。ペテロ、ヨハネと共に、側近と言われていた人である。その最期が、こうもあっささりと語られておしまいというのは、戸惑いを覚えても不思議ではない。でも、残念ではあるけれど、ヤコブの死は決して不幸ではなく、彼自身にとっては悲劇ではないのだという確信が、こういう扱いをもたらしている。彼との一時的な別れは悲しくても、ヤコブ自身については何も心配はいらない、苦労を背負い続けるのはむしろ残された者たちの側。だから、生き残ったペテロのことを、この書は詳しく語る。
 
使徒　12:1-5
　このヘロデは、ヘロデ・アグリッパ一世である。ヘロデ大王の孫に当たる。十字架の時のヘロデとは別。ローマ皇帝と仲が良かったようで、最終的にはユダヤ一帯を統治した。ユダヤ人とは良い関係を持ち続けようとしていたようで、だから、キリスト教への弾圧に着手した。キリスト教そのものについて理解した上での反対ではなく、ユダヤ人のご機嫌取りというのが本心だったようだ。ペテロの処刑も、演出効果をねらった日程を組んでいた。迫害というのは、こういうふうに、本質的な理由からではない場合が少なくない。
 
使徒　12:6-11
　ヤコブの殉教に対しては何も対処しなかった神が、ペテロについては直接的な行動を起こされる。文字通りに奇跡による救出である。ヤコブよりもペテロのほうが大事、などという理由ではないことは、改めて言うまでもないだろう。パウロの場合もそうだが、こういうふうに不思議な形で救い出されるというのは、その後、なかなかに苦労させられるという意味でもあり、実際、ペテロの背負い続けるものはとても重たい。もしペテロが愚痴を言うとしたら、あの時、さっさと天に連れて行ってもらった方がずっと楽だったのに、と言い出したとしてもおかしくはないほどである。奇跡的な救出劇を歓迎する雰囲気は強いけれど、それは物事の一面しか見ていないものだと言うべきだろう。
 
使徒　12:11-17
　この様子を見ると、ペテロ自身も、教会の人々も、この奇跡には戸惑うばかりだったのがよく分かる。これはなかなか興味深いことで、初代教会の人たちは奇跡には慣れているのがと思いきや、病気の癒やしなどは身近だったものの、こういうことについては「信じられない、夢でも見ている」という感覚であったのだ。でも、そのくらいのほうが、むしろ自然である。人々は神を信じ、神の守りや助けも信じていたけれど、だからと言って、何でもかんでも奇跡で対処すればいいなどとは思っていない。神の力を信じつつも、自分が手足を動かしてなすべきことは多々あり、時には生命すら賭けることになるのだと知っていた。その感覚は常に必要である。
 
使徒　12:17
　神が助け出してくださったのなら、仲間の所に留まっていても心配はない、というふうに考えるのも一つの筋道ではある。だがペテロは、奇跡的に助け出してもらったからこそ、自分のみを守るためにきちんと対処すべきとも考えている。それに、エルサレム教会に留まらなくても、彼がなすべきことはいくらでもある。ここにいて混乱の種になり続けるよりも、活躍すべきところに出ていった方が望ましい。彼の判断は実に的確である。それが信仰を生きる姿でもある。
 
使徒　12:18-19
　ヘロデが本気で教会を弾圧するつもりではなく、単なる人気取りだったことが明らかになる。思うようにいかなくて、しかも不可思議な話になっているのを聞いて、彼はあっさり、迫害を放り出している。彼にとってはどうでもよいことで、面倒なことまでしたいとは思っていないのだ。こんな思いによって殺されてしまったヤコブがもったいない、とも言えるのだが、でも、教会の側では振り回されることなく、着実に事を進めているようすが見てとれる。そうあるべきなのだ。
 
使徒　12:20-23
　即座に死んだのかどうかは不明だが、聖書は明確に、ヘロデの死は神からの対処であることを告げている。理由は迫害ではなくて、神を冒?し、自分が神であるかのように偉ぶったからだ。そのように言ったのは民衆だから、彼らの罪も重い。人々はその誤った称賛の言葉によって、ヘロデを殺したのでもある。むろん、こんなことをしている人はいくらでもいる。だが、ユダヤ人自身のこれからのために、そして生まれたばかりの教会にとっても、神の意図を明確に示しておく必要があったのだろう。ヘロデとしては安易な思いだったかもしれない。でもそれは深刻なことなのだ。
 
使徒　12:24-25
　周囲には嵐も吹き荒れているのだが、そのことは人々の思いを揺さぶっただろうが、でも、神のなさることは何も変わらずに進んでおり、それを見た人々もまた、平静に事を進めていったに違いない。救援の資金を持ってきたバルナバたちの役目も終わり、人々はほっと一息だったのである。それこそ、教会が神のものであることの確固たるしるしと言えるだろう。
 
使徒　13:1-3
　この書は、福音宣教の拡大が大きなテーマになっている。エルサレム教会での様々な取り組みなど、キリスト教信仰という観点では大いに注目したい事柄もたくさんあったはずだが、その視線は先へと向けられている。だからこそ、パウロの活躍が大きく取り上げられているのであって、決して彼が他の使徒たちよりも重要な存在だったわけではない。そして、この出発の場面で注目すべきは、事は神ご自身が指示されたことで、教会の意向でも、パウロたちの願いでもなかった点だ。この記載からすれば、神の支持を受けて人々が、あるいはパウロ自身も、戸惑ったり、ためらったり、抵抗した可能性も含みうる。なお、この時点ではバルナバが中心で、パウロは補助的な立ち位置だったことが分かる。
 
使徒　13:4-5
　彼らが出かけた先はキプロスである。そこはバルナバの故郷だ。2節の「わたしが召した働き」というのが何なのかは、具体的には記されていないのだが、これまでとは違う領域の人々に伝えること、つまりは異邦人伝道、さらにはシリア一帯を超えてもっと先へと福音を届けること、と理解できる。それに該当する場所でもあり、かつ、バルナバにとっては馴染みの場所ということで、この地が選択されたのだろう。果敢に進むことも大事だが、心身を慣らすことも大切な心構えである。タルソも距離的には似たようなものだが、パウロにとっては逃げ戻った場所でもあり、今ひとつ気乗りがしなかったのだろう。この選択については、神ご自身が直接指示したわけではないと目される。そういう扱いの場面は少ない。神は人々の判断に託しておられるのだ。
 
使徒　13:6-12
　魔術師の妨害は、結果的に総督が信仰に入るきっかけをもたらしたと言える。二人にとっては、活動を始めてすぐの妨害が逆転したことで、大いに勇気づけられるものだったろう。もっとも、いつでもこんなにうまく行くわけではない。旅路の多くは苦難に満ちていた。だからこそ、こういう出来事は神からの大いなる励ましと言える。雄々しくあれ、強くあれ、私が共に、と語られている神の呼びかけは、常に、様々な人々に届けられている。
 
使徒　13:9,13
　使徒の働きはここで旅の主役をパウロに置き換えている。チームの中で交替を話し合ったというわけではないだろう。あくまでも外から見た印象に過ぎない。でも、パウロが力強く語る様子を見ていたバルナバとしては、この旅路の目的からするとパウロを前面に押し立てるのが良いと理解したに違いない。人はそれぞれに適した役割がある。もっとも14:12からすると、やはりパルナバのほうが存在感は大きかったのだとも言えそうである。二人にとってはどちらでも良かっただろうが。
 
使徒　13:13
　キプロスから船に乗り、今のトルコに当たる大陸側に上陸したのは、当初の予定だったろうと推測できる。ヨハネが離れてしまったと淡々と記されているが、後にそれは大きな火種となる。ヨハネ（マルコ）は弟子たちがエルサレムで拠点にしていた家の子どもで、熱心な青年であったので、将来性を期待して連れて行かれたのだが、あいにく挫折してしまったようだ。残念なことであるが、そういう事態もありえるのが、人の心と向き合い、神の「大使」として関わっていこうとする働きの現実でもあることを思う。
 
使徒　13:14-16
　ユダヤ人の会堂では、巡回してきた教師に聖書の説きあかしを依頼する習慣があった。パウロはその資格を有している。彼の前歴は結構役に立つ。後々まで、パウロたちはユダヤ人の会堂で語ることを伝道活動の拠点にしている。それはしばしば激しい対立を生じ、パウロたちが襲われることもあったが、それでもなお、語る場所があるというのはとても有意義なことだったのだ。時代と風習が変われば、同じ手法は使えないだろうが、その時々に活用できる手段を見出して、福音を人々に届ける業が展開されていくことを、ますます願いたい。
 
使徒　13:16-25
　異邦人の地に来ているが、とりあえずの聴衆はユダヤ人である。使徒の働きに記録されている説教の大半はそういう前提のものだ。だから、旧約についての理解がある人、に向けての話、と考えて良い。パウロは旧約から、神は希望を約束してくださっていることを告げている。ペテロやステパノの説教が過ちを指摘することから入っていったのとは、ちょっと違う特色を見る。そして、その希望がダビデを経て、さらにはユダヤ社会では評判の高かったバプテスマのヨハネによる呼びかけへとつなげている。神は一貫して呼びかけてくださっているのだ、という語りは、聴衆にの心を開くものだったろう。そうやってイエスを紹介している。彼らの願いは、何より、イエスをキリストとして紹介することだったから、こういう話になるのは実に望ましいものでもある。
 
使徒　13:26-37
　イエスを紹介すれば、当然に十字架のことを語ることになる。当時のユダヤ人には、十字架のイエスという話は、神を冒?した者という印象が先になりやすい。だから、イエスの無罪性を語り、さらには復活を紹介することによって神ご自身の確かな保証が与えられていることも示している。イエスに対する信頼性を人々の心の内に築き上げていくことは、信仰にとって大切なことだ。その手法は様々だろうが、現代の私たちにについて言えば、何より、聖書の語るイエスの姿を知ってもらうのが一番である。
 
使徒　13:38-43
　神にも認められている存在、しかも旧約からずっと約束されてきた神の希望を実現する方として提示されたことによって、パウロはイエスを、まさに救い主として人々の前に指し示している。40-41節は旧約に基づく警告だが、残念ながら、こういう指摘がなされる必要があるほどに、人の心は頑固である。この話が人々の強い関心を引き起こしたのは当然でもあり、だから人々はパウロたちを歓迎しているし、話の続きをと求めてもいる。彼らの取り組みはとても有意義なものだったのだ。
 
使徒　13:44-52
　町の人々が大いに関心を持って集まってきたのは当然である。だが、ユダヤ人側はそれに反発した。46節にあるように、福音はまずユダヤ人に提示された。それは大いなる特権である。だが彼らは、神の祝福が当たり前のものとして異邦人にも提供されることを拒んだ。彼らの考えている神観に反するということもあるだろうが、ルカはそれをねたみと記している。自分が疎外されるなら苛立つのもわかるが、皆で幸いを手にしようというのに反発するのは、実に悲しいことである。でもこれは、この町の人々だけのことではなかった。そう、これは人類全体の課題でもあることを思う。
 
使徒　14:1-7
　同じこと、と言われてしまっているのが悲しい。せっかく幸いが広がろうとしているのに、それも、彼ら自身が信じている神の祝福であるのに、それを妨げようとするのが通例になってしまっているのには、深く落胆させられる。パウロたちが回避したのはふさわしいことだ。語るべき町はたくさんある。時が与えられるまでは、ひとまずはそこを離れて別のところで取り組むのも、主の御手に委ねる姿勢に合致する対応だ。
 
使徒　14:8-13
　ユダヤではありえないことだが、異教の地においてはこういう事態も起こりえることだ。彼らはそこ神の力が働いていることに気づき、だからこそ、彼らの慣れ親しんでいる理解に沿って、パウロたちを神の化身として受け止めようとした。彼らに悪意はない。だがそれは真実ではない。だからこそパウロたちは、彼ら自身のためにこそ、必死になってそれを押しとどめようとした。この姿勢、この思いやりは、異なる理解の中に生き続けてきた人々に福音を届けようとする際には大事なものと言える。
 
使徒　14:14-18
　この呼びかけは、クリスチャンたちが旧約の伝統も何も知らない異邦人を直接の相手として語った最初の記録になるかと思う。人は皆、偉大な神の前に生かされているものである、という宣告は、そこに神の祝福が伴うことも含めて、人々を落ち着かせるのにはちょうど良いものと言えそうだ。ニネベに対するヨナの言葉のように、厳しい指摘も必要だろう。でも同時に、全ての人は皆、神の前に生かされているのだという呼びかけは、とても大事なものであることを思う。
 
使徒　14:19-20
　ユダヤ側の攻撃は実力行使になってきている。いや、すでにその力はパウロたちを圧倒した。石打にされたら、通常死ぬのである。立ち上がったけれど、相当の傷を負っていたに違いない。でも、人が殉教するのも、本人の意思や回りの悪意次第ではなく、やはり、そこもまた神の支配の中にあることを、聖書は繰り返し告げている。パウロもやがては死ぬ。だがそれはまだ今ではないという、神の明確な意思表示である。厳しい事態だが、パウロは神の自分に対する御心を確信した場面でもあったと考えられる。
 
使徒　14:21-23
　最初の伝道旅行としてはこれで十分、と考えたのだろう。波瀾万丈の日々でもあった。でもそこでパウロたちは今までの町を再訪して人々を励ましている。種を蒔きっぱなしではない。後は神にお任せして、というふうに言うと格好が良いが、語るのも、ケアするのも、神は人を用いられる。再訪を大事にしていたパウロたちの行動は、確かに神の御心にかなうものだったのだ。でも、22節のように厳しさも語らねばならないのは、福音が幸いを指し示すものであるからこそなおさら、とても残念なことではある。でもそれが人の世の姿なのだから。
 
使徒　14:23
　長老を選んだとあるが、何らかの制度が意図されていると考えるのは読み込みすぎだろう。ようするに、その集まりをリードできる人を選んで、託していったということである。一つの群れが歩んでいこうとする時、それは決して烏合の衆では済まない。神はそうは意図されていない。きちんと世話をする人々を立てて、他の人々を守り支える役目を果たしていくことを望んでいる。そういう役割を担う人として、当時の習慣にも合わせて、長老と呼んだのだろう。大事な出来事だが、制度に関する論議を持ち出すのは趣旨が違うと言うべきだ。
 
使徒　14:24-28
　旅を終えた一行は、アンティオキアに戻っている。繰り返される旅かどうかは、まだ何も考えられてはいない。とりあえずは一度の旅として出かけたのだから、戻ってきたのは当然でもある。この旅は、パウロたちの信念ではなく、教会としての意志に基づいて派遣したものだったことを思い出そう。そして、旅の意義も成果も、それは人々と共有するものである。出かけたのは彼らだが、旅の全体は皆によって成し遂げられていたことを、決して忘れてはいけないのだ。異邦人にも福音は確かに開かれている。彼らは旅を通じて、さらに確信を深めている。
 
使徒　15:1-4
　事の発端は、エルサレムからやってきた人々がアンテオケで従来とは異なる教えを説いていたことだ。もっとも彼らは決してエルサレム教会から正式に派遣されたわけではない。パルナパは正式派遣に当たるが。エルサレムでの論争も、この件についての意志決定がエルサレム教会や使徒たちの間でなされてはいなかったことを物語る。今後のためには必要な議論であったけれど、自分の主張だけで突っ走ることによる混乱は悲しいことではある。彼らが説いたのは割礼の必要性だが、儀式だけでなく、異邦人にユダヤ人と同じように生きることがクリスチャンとしての条件であると告げたことになる。ユダヤ人的であるのを中枢に置き、異邦人を周辺と見るのは、ユダヤ人全般の認識でもある。でも、イエスご自身、そういう感覚を否定なさっていたことを思い出したい。
 
使徒　15:2-4
　柔和さは大事なことだが、福音の本質をねじ曲げる可能性があることについては、断固として対決するということもまた、必要なことである。少なくともここには論争になったことを否定的に見る様子はない。もっとも、最初から論争だけだったのではなくて、まず提示されていたのは、パウロたちの活動と、彼らの語り告げた福音が確かに豊かな祝福を人々にもたらしていたということで、道の途中で立ち寄った教会の人々も、あるいはエルサレムの人々も、そのことを大いに喜んだのである。論争にはなるが、神の恵みの確かさを確認した上でのものであることは有意義だ。これが現状への不満とか悲観とか、それこそ閉塞感ゆえのような話だと、人は大切な論議を間違えてしまう危険性があることは意識しておきたいものだ。
 
使徒　15:5-6
　この会議がエルサレム教会の人々全体の前でなされていたと考える必要性はない。様子からすれば、使徒たちやヤコブのようなエルサレム教会の責任者、及び、グループリーダー的な人々、もしかすると近隣の町からも呼び集めての話ではなかったかと推測できる。話は簡単ではなかったようで、ユダヤ的な観念を継承しようとする人々の意見も説得力があり、それには反対する意見も説得力があったのである。論理的にはどちらもありえるという様相の中で、ペテロは最も大事な視点を提示している。つまり、人の側の論理はどうであれ、神はどうなさっているのだと言えるのか、ということだ。それは決して、出来事次第ということではない。あくまでも御心と御言葉に基づいた検証や人の理性による論議も必要で、それと同時に、神ご自身のなさっていることを常に見落としてはいけないという示唆である。
 
使徒　15:7-11
　ペテロの言っていることは、１．異邦人に福音が伝えられることは神ご自身の意図である（ユダヤでは従来、異邦人への伝道の必要性は意識されていない）、２．異邦人が信じたということは神が彼らを祝福し受け入れてくださったことの印である（信仰は神からのものとの前提が意識されている）、３．その際には異邦人が律法を守っているかどうかは取り沙汰されなかった（もし必要なら、神ご自身が手順を踏まれたはず）、４．もともと律法の遵守はユダヤ人にとっても不可能であって、それを要求するのは無茶な話である、ということだ。ペテロは律法の意義を否定していないが、そのことと救い自体の有無とは切り離さねばならないと主張している。今日も、良き業との関わりが取り沙汰されることがあるが、値なしの救いという点は厳格に保持せねばならないことである。
 
使徒　15:11
　恵みという言葉は、祝福一般と同義にも使えるのだが、聖書の中では、何の代償もなしに一方的に与えられていく祝福という意味合いが強い。まさに救いであり、あわれみである。ペテロはそのことを痛感していたし、他のユダヤ人クリスチャンも同様である。2:37の思いを抱いた人々は、この恵みによる以外には救いはあり得ないことを知っているはずで、だとすれば、異邦人に何らかの条件を要求することはありえないと悟り得たはずである。どうも人は、のど元過ぎればのようで、自分の受けた幸いの意味すら忘れてしまいやすい。悲しい現実である。
 
使徒　15:12
　この記述からすると、パウロたちはここでようやく発言を求められたということのようだ。現場にいて、異邦人伝道の核になっていた人々自身からの話を聞かないままでの論議だったのか。たとえ反対でも、その意見を聞いた上で、とするべきものだろうが。ヨハネ7:51を思い起こすと、人は立場の違いがあっても同じ過ちに陥るのだと考えさせられる。それでもともかく、神が何をなさっているのかを聞くことになったのは何よりである。もっとも、これはあくまでも神が何を、であって、どんな現象が起こったのか、というだけのことではないと覚えておきたい。現象など、悪によるものでも起こりえるのだから。
 
使徒　15:13-19
　ヤコブとは、ヨセフとマリヤの子どもで、地上ではイエスの弟として育った人だ。ヤコブの手紙を書いた人で、エルサレム教会のリーダーである。伝統的な見解を重視する人だと言われている。彼の言葉は、割礼の是非については特に触れていない。だが、そのことよりも異邦人にも福音が広がり、信仰が起こされているという点を重視して、その動きを妨げてはいけないということを告げるものとなっている。パウロほどには明確でないが、エルサレム教会においてこのような理解が定着するなら、それは各地での異邦人伝道には有益だった。すぐには安定できない事柄については、こういった対処もまた役に立つ。白黒つけるための議論ではなく、人々の救いそのものを求めるのが願いならば、見解は多用でも一致できる点を重視する方法もありえる。むろん、本質を壊す異説はそのままにはできないのだが。
 
使徒　15:20-21
　この部分が議論になる。割礼は強制しないが、律法への配慮は意図されていることになるからだ。でも、世界各地であっても、教会にはたいていユダヤ人もいる。その中でユダヤ人たちが嫌がることをしていては、神の前に共に歩むことを妨げてしまう。ひとまずは妥当な程度の発言とも言えるが、後にはこの呼びかけが影響したのだろう、肉食の議論が出ているので、はたしてこれで十分だったのかは疑問が残る。聖書は当時の様子を丁寧に示すものでもあるので、初代教会が行ったことの全てを神が肯定していると取る必要性はない。むしろこういった部分は、読み手が真剣に考え、自分たちはどうあるべきかを尋ね求める良い機会と言うべきだろう。
 
使徒　15:22-29
　声明は、パウロとバルナバをエルサレム教会としても認めるという内容が含まれているのが、最も重要な部分だろう。ユダヤ社会からの攻撃は続くが、少なくとも公的には教会はパウロの示していた異邦人伝道を肯定したのだ。それは大きなことだ。ユダとシラスはエルサレムで活躍していた人のようだが、とりわけシラスは後々までパウロと行動を共にしており、彼らが選ばれたのは絶妙でもあった。28節の「聖霊と私たちは」という言い方は、個人的にはちょっと気が引けるけれど（神の見解を代弁するなど恐れ多い）、それだけの確信を抱いていたということではある。少なくともこの時点では、事は収まったのだ。完全に収束したとは言えないのだけれど、でも、一歩ずつ前に進むしかない。
 
使徒　15:30-35
　騒動がひとまず決着したことで、パウロたちも本来の活躍の場所に戻ることができた。必要な議論ではあり、福音を大切にするからこそ避けて通る訳にはいかないものだったけれど、それでもやはり、平時に戻れるのはありがたいことだ。そこには、平常になすべき事柄が待っているのだから。一連のことの中で有益だったのは、シラスという人物が大いに活躍できるのだと、アンテオケにおいても知られるようになったことか。彼がいなければ、パウロの活動は大幅に制約させられてしまったかもしれない。混乱は誰も望まない。だが、混乱してもなお、そこに主への期待があるならば、先に用意されているものもあることを、信じて待ち望みたいものだ。
 
使徒　15:36-41
　使徒の働きの中では最もつらい出来事が、この直後に起こっている。せっかくうまく行き始めていたのに、困難を克服できるところに至ったのに、である。パウロとバルナバが対立するなど、誰も予想していなかっただろう。しかも、本人たちの問題ではなく、マルコの扱いが理由なのだから。マルコとしては呆然だったことだろうか。行きたいなどと言わなければ良かったのにと、思ったかもしれない。でも、事はそうなってしまって、後戻りはできない。とすれば、こういう混乱の先に、それでもなお神が祝福を備えて下さると期待して、前に進むしかない。いや、それができるということが、とても重要でもあるのだと痛感する。
 
使徒　16:1-5
　実に興味深いことだが、エルサレムでの会議があって、異邦人クリスチャンは律法に縛られたりしないことが確認された直後に、テモテは割礼を受けている。今日のユダヤ社会では、母親がユダヤ人であることが系統を示すものとされているようなので、当時もそうだとしたら、テモテはユダヤ人としてみなされ、それなのに受けていない、ということで取り沙汰される可能性があったからだろう。割礼が悪いわけではないので、自らの意志でそれを行うことによって平安を保つという選択は、それはそれで意義あることとされていたわけだ。筋を通すとか、ここはあえて突っぱねる、みたいなことは、パウロとは無縁である。彼は頑固だが、大事なことについてこその頑固であるのだ。
 
使徒　16:6-10
　パウロたちには計画があったのだ。それなのに妨げられ続けて、何かの意味があるのではないかと考え始めていた彼らに、夢を通しての指示がなされた。夢と言っても、私たちが普段見るものとは違うし、夢判断の部類とも違う。聖書の中で夢を通して神の意志が伝えられる場面は、明らかにそれを、通例とは別のものとして扱っている。現代の私たちが安易に夢に振り回されるべきではない。一連のことについて、パウロは明確に神の意志の存在を認識している。だからこそ、「聖霊に禁じられて」と言う。具体的に何があったのかは記されていないが、たとえば、病気になったとか、行こうと思っていた先で大雨のような混乱が生じていたとかだとしても、それが単なる偶然あるいは神に敵対する側からの妨げというふうには全く思っていないのだ。このくらいはっきり悟り得るためにはやはり、日頃から神との親しい関わりが大事だろう。
 
使徒　16:9-10
　神の意図が、ヨーロッパに渡れということだと、パウロたちは明確に受け止めている。今いるところはアジアと呼ばれる今のトルコであり、元々ペルシャの領域だ。すでにローマ帝国の一部になっていたとは言え、ギリシア方面へ進むことには、やはりためらいがあったのだろう。ユダヤ人の姿もぐっと少なくなっていたようでもある。まずは馴染みやすいところにしっかりと伝えてと考えるのは当然だ。アジアだって、まだ回っていない町はたくさんあるのだから。でも神は、パウロだからこそという思いで、彼らには先に進ませることになさったようだ。いずれはと考えていたはずの彼らだから、心が定まれば意欲的に進んでいくだけである。
 
使徒　16:11-15
　福音を語った場所が川岸というあたりから、それまでとは社会の様子が一変しているのがよくわかる。従来はユダヤ人の会堂が活動の拠点になっていたのだが、まさに異邦人社会への挑戦である。必然的に、語り方も変わっていったに違いない。リディアは「神を敬う人」だったので、旧約に由来する神への意識を知っていたようだけれど、その他の人々はそういった概念すら持ち合わせない。パウロたちの苦労と、そしてまた、こういった新たな人々にも福音を届けられることの喜びとが、大いに広がっていたに違いない。ローマ1:16の言葉は、こういった取り組みを経て、確信されていったのでもある。
 
使徒　16:16-18
　この類の力については、懐疑的に見る傾向もあるが、存在そのものを否定的に考える必要性はない。この世界には、人には把握しきれないものは多々あるのだから。そういうものを身近に感じる社会もあれば、ほぼ接点のない社会もあるのは、例えば、野生の熊や狐を見たことがあるか、いや、イナゴやバッタに接したことがあるかどうか、というふうに考えたら、大きな格差があることを認識できるだろう。でも聖書の中でこの類のものについて大事なことは、神の力の前では全く抵抗できず、圧倒されているのだという点で、そこを見落として、ただ存在に慌ててしまうのは愚かなことである。パウロ自身も、当初は無視していて（その程度の扱いでも構わないと思ったのだ）、それから、さらりと追い出している。たとえ人には驚きの存在でも、神がおられる限りは、何の恐怖にもなり得ないのだ。
 
使徒　16:19-24
　やっかいなのは、むしろこっちの人々である。福音そのものへの反発ですらない。自分たちが理不尽にも酷使していた状況が壊されたからといって、それでパウロたちに襲いかかっている。長官らも人々の要求をそのまま飲んでパウロたちを処罰している。しかも、翌日には放り出すつもりの程度のことで、ここまでの扱いをするとは。この世界において最も深刻なのは人間自身であることを痛感する。この様子からすると、パウロたちの弁明を聞くつもりもないようだ。まさに問答無用。神は罪深き人間たちを救うことを思っておられるから、こういう場合でも天から火が降ってくることはない。人間という存在こそが、深刻なのである。
 
使徒　16:25-34
　一連の出来事は、パウロたちを助けるため、ではない。もしそうなら、12章のペテロのようにパウロたちは逃げただろう。地震はたまたま起こったものに過ぎないと言うべきだろう。たとえ捕らえられていても、何が起こったとしても、そこに主が共にいてくださるならば何も案ずる必要はないのだという確信こそが、パウロたちを支えている。おそらく、そんな彼らが他の囚人たちも抑えたのだろう。牢獄という言葉から、こんな事態になると暴動が起こる印象を持つかもしれないが、一つの町の牢獄に過ぎないのだから、警察の留置場のような規模と考えた方が良いだろう。それでも囚人たちを押しとどめたのは、まさにパウロたちの確信に満ちた姿であったことは重要である。
 
使徒　16:27-34
　事は自然現象に過ぎないのだが、看守の反応は彼の置かれていた境遇が厳しかったことを表している。24節でパウロたちに強い対応をしていたのも、彼自身がそういう環境の中にいたからでもあろう。だからこそ、その基盤が破綻したときに、彼は道を見失っている。彼の言う「救い」は今の事態からの脱却程度の話であったのかもしれないが、パウロたちはもっと核心部分の話をする。この食い違いは福音が提示される場合にしばしば見られるものだ。人々は福音の告げるような救いは想定もしていないのだから。でも、それこそが一切の解決の源であることを、人々は見出していくのである。
 
使徒　16:31-34
　「家族も」というこの言葉は、個人主義社会の現代において、しばしば、大きな励ましとして受け止められている。もっとも当時においては、家長が信仰に踏み出せば、当然に家族も伴うものだったろう。何も知らずに従うのではなく、家族もまた同じ思いを抱いて、であることもまた、個人主義社会では想像しにくいことなのだが（黙って従え、判断するな、というふうにしないと、皆が一緒にというふうにはならない、と思い込んでいる）。でも、個人主義ではないからこそ、神の祝福もまた、自分一人では完結するはずがなく、必ず共に歩む人々が一緒にである必要性があった。アブラハムへの祝福の約束も、子孫を含めてのものだったことを思い出す。
 
使徒　16:35-40
　事の結末は、読んでいる者からすると、胸の好く思い、でもあろう。偉そうにパウロたちを扱おうとした長官が、パウロたちの持つローマ市民権に恐れをなして平身低頭。ローマ市民だから何をしてもいい、ということではない。きちんとした裁判を受ける権利があるということだから、悪事を働いたらもちろん厳しく罰せられる。長官らはパウロが何をしたかも見ずに扱っていたので、慌てたのである。市民権を持ち出すなどこの世的という感想も出てくるかもしれないが、元々すべては神の前にあるもので、これは世的、これは聖なるという区別は必要がない。彼らとしては、活動を安定させられる正当な権限は大いに使うのだ。
 
使徒　16:40
　長官は尻込みしたが、やはり、そのままピリピに留まることは難しい。パウロたちはそこを立ち去る必要が生じた。まだ始まったばかりの教会であり、もう少し留まりたかっただろうが。物事は、うまく勝てるかどうかだけではなく、やはり、平穏無事に何事もないのが、良き業を進めていくためには有意義なのだ。平安を祈り求めるのは、とても大事なことである。
 
使徒　17:1-4
　テサロニケはマケドニア地方の中心地である。ここはユダヤ人の会堂があったと記されているので、ピリピよりもユダヤ文化、あるいは旧約以来の信仰についての下地があった。パウロはユダヤ人の会堂があれば、そこを拠点に伝道活動を始めるのが常で、ローマ書にもあるように、旧約以来の継承が福音理解に大きな意義をもたらすことを、強く意識していたと言える。ここでもすでに主なる神についての意識を持っていたギリシア人が多く信仰に入っている。ユダヤ人が異邦人と自分たちを大きく区分けし、差別していたのに、それでも「神を敬う」人々がいるのは、主なる神の存在がそれほどに大きく、大切なものとして受け止められていた現れと言える。まさに主は、全世界の、すべての民の主であるのだ。
 
使徒　17:5-9
　ユダヤ人側の攻撃がまた繰り返されている。ピリピではなかったが。宣教に役立つ環境があると攻撃の機会も増えるというジレンマは、でも、この世の現実である。ヤソンはこの町の住人で、パウロたちに宿を提供していたのだろう。おそらくクリスチャンだが、泊めたことで福音に触れたのかもしれない。「別の王」の存在は、ローマの支配にとっては重罪であるが、むろんパウロたちはローマ皇帝に抵抗する勢力として福音を語っていたわけではない。もっとも、「別の王」ではなく、皇帝も含めてすべての上におられる神、ではあるのだが。権力争いは全く意図していないが、突きつめて言えば、何よりもまず神の前に立つ者である自分と自覚するかどうかは、その人の生き様全体を大きく左右するのは確かなことである。
 
使徒　17:10-15
　ベレアもマケドニアの町で、ユダヤ人もいた。ただ、この町のユダヤ人は頭から反対するのではなく、旧約そのものに照らして、パウロたちの主張が真実かどうかを真摯に確かめようとしている。この姿勢は、信仰にとって大事なものとして語られ続けている。誰かの宣伝を何でも信じてしまうのではなく、主ご自身の言葉に沿って問い直すのは、真の祝福に出会うためには大切なことだ。同じユダヤ人でも、このあたりまで来ると、町によって様子はかなり違っている。言い換えれば、エルサレムからの指示で反対運動が起こっていたわけではなく、一部の暴走に過ぎないのだとも言える。これだけ反対に遭っても、パウロがユダヤ人伝道も諦めはしなかったのは、それを考えると当然とも言えるだろう。
 
使徒　17:16-21
　いよいよギリシアの中心地である。政治・経済的にはアテネは最大の都市ではなくなっているが、何と言ってもギリシア文化の中心ではある。町に神々の像が多いのはピリピや小アジアの町でも同じだったはずだが、当初、伝道活動をする予定がなく、待ち合わせ程度の感覚でいたためになおさら、やはり語らずにはいられないと腰を上げたということだろう。アテネの人々はパウロの論戦を喜んで受け止めている。ただし、ユダヤ人は日々の暮らしそのものと結びついた重要事として考えていたのに比べると、理念としての興味であったあたりが、反応の違いをもたらしたのだろう。パウロとしても、今までとは違った人々を相手に語ることになり、その思いが22節からの説教・演説の特徴にも影響したと言えるだろう。
 
使徒　17:22-25
　パウロが多神教のギリシアで語った説教は日本に暮らす者たちにとっても興味をそそる。まず、神という存在について、人間の延長的な存在ではなくて、真に偉大な相手であることが指摘される。その理由として、神とは天地を造った方であることが一つ、だからこそ、人の作った宮などに押し込められる相手ではないことが一つ、それから、人に仕えてもらわないと困ってしまうようなちっぽけな存在ではないことが挙げられている。人は神を恐れると言うが、いつのまにか、自分たちが神を成り立たせていると思い込んでしまう。そんな馬鹿な話はないと語るパウロの呼びかけは、いつの時代にも、どんな背景の人にも、キリスト教世界と言われている所に対しても、重要なものである。
 
使徒　17:26-29
　次に、神と人との関係が語られる。地上に様々な人々が暮らしていることは皆も知っていることだが、なぜ人が存在しているのか、営みを進めているのかは、大きな疑問であると言って良い。そんなことを考える余裕もない人生のほうが多いけれど、ふと立ち止まるなら、そこに答えを見出せないのはつらい。パウロはそれを、神を見出して、神との関係を築いていくことだと言う。これは創世記1章の「神のかたち」につながる。だからこそ人は、大切に尊厳を守られるべきものでもある。人がそうやって大切に扱われるのなら、まして神をただの像にしてしまうなどあり得ないことで、まさか人間自分たち自身をくだらないものとして扱うつもりはあるまいにと、そういう思いがこの語りかけの背後には見られる。
 
使徒　17:30-31
　神と人との関係で問題なのは、それが損なわれてしまっていることだ。もちろん、人の側が罪を犯したからだ。パウロはここで、罪についてさほど語ってはいないが、「無知の時代」という言い方で問題の存在を指摘している。ギリシア文明に誇りを抱いている人々に対して「無知」と語るのだから、強い刺激になっただろう。でも、パウロはこれまでも臆することなく人々の抱える罪の事態を告げ、回復の必要を説いてきた。そしてここに至った初めて、救い主の到来が実現していることが告げられている。一連の話の中で、イエスという名前は一度も出てきていないし、十字架による贖いの話も出てきていない。でも、名前を出すかどうかではなく、人々に福音が届くことこそ、彼の最も強い願いであるのだ。神による救いへの着手、ということは、しっかりと指し示されている。
 
使徒　17:32-34
　アテネでの説教は、内容的には興味深いものだが、その時点ではアテネの人々の心にあまり響かなかったようだ。信仰に入った人々は限られていて、大半はあきれて立ち去ってしまった。彼の語る内容が問題なのではないが、それでも人々の心に届かないことはあるのだと思わせられる。こういう事態はなかなかに厳しく、疲れ果ててしまうものだけれど、それはこの世の現実である。臆して諦めてしまうわけにはいかない。確かに語り、確かに届けるために、自分には何ができるのかと、必死になって取り組み続けるしかないのだ。まあ、パウロでもうまくいかないことはある。イエスご自身ですら、話を聞いた人々が離れたことはあるのだ。
 
使徒　18:1-4
　アキラとプリスキラはパウロにとって大事な協力者になる。コリントで活動資金が足りなくなったパウロは、彼らの仕事を手伝って生計を立てている。本来としては伝道活動に専念するのが一番だが（5節）、支援の方法としてはこういうやり方もあるのだと考えさせられる。この夫妻は物事を既存のものに限定するのではなく、本質を大切にするためには外面的な風習などは二の次、三の次とも考えていたようで、パウロは大いに励ましを受けた様子だ。コリントはアテネ同様に、実質面ではそれ以上に、ギリシアの中心地である。後には混乱を起こしているが、まだそれよりは前の場面になる。
 
使徒　18:3,5
　テントメーカーという用語があって、一般の仕事をしながら牧師などを務めることを言う。こういう箇所を引き合いに出して、それが最も望ましいと主張する人もいるが、マケドニアから来た人々が資金を持ってきたら、パウロは宣教活動に専念したことを見るべきだろう。働きのあり方はそれぞれに神の導き次第だから、どれが良いとか悪いとか言うのは妥当ではないけれど、一般論としてだが、牧師としての働きだけでも人生の全体を費やすほどのものであるのに、他の仕事と掛け持ちができるのは、ごくごく少数の人に限られた話だろうとは思う。一般の仕事についても、それにしっかり取り組むべき責任があるのに、牧師などの仕事に時間を割いていて、はたしてそれは誠実か、という課題も出てくるはずだ。資金調達のために一時的に働いていたパウロとは全く別の話だろう。
 
使徒　17:5-8
　活動が本格化したとたんに、ユダヤ人たちとの対立も激しくなった。そういう衝突が生じるのは残念なことだが、パウロが大いに活動し、効果を上げた結果であるのは事実だ。パウロの言葉を、彼がユダヤ人社会と決別したと受け止めるべきではない。ローマ11:14を参照するのが良い。ただ、活動の拠点はユダヤ人の会堂ではなく、ギリシア人の家に移っている。そのことはコリントの人々に伝えるには有用だったようだ。もっとも、そこで会堂司も信じたのだから、やはり、ユダヤ人との関係は切れていない。
 
使徒　18:9-11
　この箇所の前提になる事情が何も書かれていないのだが、主の言葉からすると、よほど厳しい混乱があって、パウロは疲弊したのだと推測できる。エリヤの場合にも似ているだろう。それに対する神の約束は、この町には神を信じることになる者たちがたくさんいるのだ、ということだった。（第一列王19:18）絶望的にも見える状況があるとしても、しかし、神は確かに全世界の神であり、そして信仰者は決して一人ではないのだ。このことは、常に意識され、語られ続けるべき大事な真実である。
 
使徒　18:12-17
　パウロの懸念は的中したということか。ユダヤ人側からの攻撃が再発した。それに対する総督の対応は、信仰というもののあり方について考えさせられるものだ。古代イスラエルは、その社会自体を形成したのが神の御業だったから、社会的権力も積極的に信仰に介入した。だが、既存の社会の中に信仰を広げていこうとするのであれば、それは信仰そのものの意義によって人々に受け止められてこそ、だろう。ユダヤ人に限らず、自らの信仰を推し進めるために権力に頼ることは少なくないが、それは信仰そのものの自壊を招くことになりかねない。ガリオ自身としてはローマ的感覚から、面倒には関わる気がない、というのが理由だったのだろうが。
 
使徒　18:18-23
　第二次伝道旅行が終わる。エペソに立ち寄ったものの、長い時間は過ごさずにひとまず帰国したのは、今回の旅は終わりだと心に決めていたからだろう。誓願の中身は不明だが、パウロがユダヤの信仰的慣習を否定していたわけではない様子は分かる。異邦人に割礼を強いるようなことには断固反対するが、福音に直接は関わりがなくても、有用な風習は活用するのだ。エルサレムに戻って報告しているあたりも、15章の会議があったからこそ、ちゃんと共に歩んでいることを確認するものだったのだろう。アンテオケでどれくらい過ごしたのか不明だが、それよりもルカは第三次伝道旅行への出発を記している。それにしても聖書は、重視すべきと思う場合以外は、物事をあっさり語り飛ばす傾向がある。コリント滞在も長かったのに、ピリピ滞在よりも記述ははるかに少ない。時間の長さによって軽重を示すのではなく、内容そのものに注目させようというのだろう。
 
使徒　18:24-28
　アポロの活躍は、初期教会において重要だった模様だ。彼についての説明をルカは記している。プリスキラとアクラの夫婦が彼を良く助けたことが語られて、相互に補い合い、励まし合っていた様子が分かる。アポロはイエスについて明確に語っていたが、ヨハネのバプテスマしか知らなかったという部分の意味合いは、初期の教会が体系的に動いていたのではなく、十二弟子によって伝えられたキリストの御業と教えを受け止めて、後はかなり幅広く、躍動的に進んでいたのだとわかる。そのエネルギーは価値がある。だが、福音がしっかりと浸透していくためには共通理解を確立することも大事なことで、アポロは説明を受けてなおいっそう、意義ある働きをするようになったのだ。
 
使徒　19:1-7
　アポロが先に進んだ後で、パウロはエペソに到着した。そこで出会った人々も、自分たちなりの理解の中でキリスト教を信じる者となっていたようだ。ちなみに、アポロが抱えていた不足とは別の話で、バプテスマのヨハネが「救い主」の到来を告げたことを真摯に受け止めていたこと、それが世界的に噂になってきていたイエスのことであるのだと耳にして、大いに喜んで受け入れたということだろう。だから、イエスの言動を十分にはまだ知らず、福音に生きるあり方も分かってはいなかったようだ。時々、生まれて初めて教会に来た人が「自分は信じています」と自己紹介してくれることがある。その思いは素晴らしいが、何をどのように信じるのかを、ちゃんと補い、励ましてあげることは欠かせない。誠実な対応がなされるなら、否定されたと傷ついたりはしない。そこに本物の信仰があるのなら、大いに喜んで受け止めていこうとするだろう。
 
使徒　19:8-10
　前回は通り過ぎたパウロだが、今回は腰を落ち着けてエペソでの活動を進めている。小アジア西部で本格的な活動がなされたのは初めてだから、その様子を克明に記しておくべきだとルカも考えたのだろう。それぞれの地域によって、語り方、活動の仕方は変化していく。むろん、人々の反応にも違いがある。そのあたりを分析するならば、現代の日本に生きる者としてはどうすべきか、ということを考える際の手がかりになりそうだ。もっとも、外面的な動きとしては似たものが繰り返されている。ユダヤ人の反発と、だからこそ異邦人の施設に移動して語り続けるというパターンである。それは大変な苦労だったはずだが、おかげで異邦人には伝わりやすくなった。
 
使徒　19:11-20
　力あるわざ、はどこでもなされていたはずだが、エペソ伝道において強調されているのは、この町で魔術の類が流行っていたことが背景にあるのだろう。奇跡によって人々が救われるわけではないし、そういう魅力で人の心が真に動くわけではない（少なくとも福音にとって意味があるようには）。でも、状況を悪化させているものを打破するために必要な場合はある。人々は自分たちの頼ってきたものが意味を持ち合わせていないのだと気づかせられて、本気で福音に耳を傾けるようになり得たのだから、有意義な行動だったのだ。奇跡に限らず、社会的活動も同様だ。人々の心に重しのようになって抑え込んでいる社会的混乱があるのなら、その解決に取り組むのは人々の幸いを願う者として当然だろう。
 
使徒　19:13-16
　悪霊の言うことは、あまりまともに受け止めない方が良い。もともとからして人をたぶらかすつもりで行動しているのだから。この言葉によって、悪霊がパウロのことは認めていたのだというふうに取る必要はない。ただし、イエスの名前だけ使ってみても意味はないということはよくわかる。物事は呪文のようなものでどうこうなるのではなく、あくまでも神への信仰、そして神ご自身の行動によってこと、である。それから、安易に不可思議なことに手を出すのは危険だという教訓にはなる。人はどうも力を持つことを望みがちだけれど、真に必要なのは力や手法ではなく、全能の主と共にいることである。
 
使徒　19:21-22
　神の導きと、各自がしっかり考えて行動することとは、神の前では本来、決して矛盾しない。パウロは、軸になる神の召命に基づいて行動しているが、行動の大半は彼自身が最善と考える事柄である。神が具体的な指示を出して介入するのは特別な場面だけであるけれど、でも、総じて言えば両者が食い違うことはまずない。そのあたりにも、パウロたちの歩みが神の御心を生きているものだったと確信できる土台がある。なお、先の方針が示されたが、それだからすぐに行動を起こすのではなく、ちゃんと準備を整えようとしているのもまた、パウロが真剣に御心を生きようとしていた印と言えるだろう。
 
使徒　19:23-31
　今回の攻撃は、ユダヤ人の理念からのものではなく、金銭的な理由だった。ピリピでの攻撃とも通じる。同時に、現代風に言えば愛国心のような形で人々をたきつけているので、反対運動は町全体に一気に広まった。彼らの言うところからすると、偉大なアルテミスが吹けば飛ぶようなパウロによって突き崩されそうになっている、というのだから、ずいぶん小さな神ということになってしまう。でも、そんな理屈では鎮まらないのもまた常のことである。パウロは自分自身が介入しようとしているが、事が信仰そのものに由来していないことからも、事情を知る人々はパウロの介入を強く戒めている。この世のものは混乱しているので、物事には常に知恵が必要なのだ。
 
使徒　19:32-40
　アレクサンドロが何を語ろうとしたのか不明だが、ユダヤ人もアルテミスは認めなかったはずだから、彼の説得では功を奏することはなかっただろう。この場合は書記官のような取り扱いが妥当だ。彼の言い分に納得する訳ではないけれど、騒動の発端であるデメテリオたちの思惑が金銭的なものであり、群衆の叫びが宗教的、あるいは自国への誇りであるのなら、両者を切り離してしまえば騒動は収まる。宣教の目的が人々に福音を知ってもらい、受け止めてもらうことにあるのなら、正面から議論するよりも、とりあえずは平穏を取り戻させて、その上でじっくりと語り聞かせるほうが意味がある場合もありえる。聡くあることは大切なのだ。
 
使徒　20:1-6
　第三次伝道旅行の様子は、かなり駆け足で記録されている。注目点以外は、立ち寄った町での様子も割愛されているものは多い。新しい展開に注目しつつ福音が諸民族に届けられる様子を語ろうとするこの書の意図から、継続的な取り組みについては語らずとも良いという姿勢なのだろう。でも、この時期には注目される書簡が書かれている。19章のエペソ滞在時に第一コリント、20章の初めあたりで第二コリント、そして3節のギリシア滞在、つまりはコリントに来たときにローマ書が書き送られた。パウロの奮闘は続いているのである。
 
使徒　20:3-6
　町々の様子は語られないが、パウロの経路と事情は一つ一つ確かめられている。ギリシアまでの旅路は予定通りだったようだが、ユダヤ人勢力の妨害が言及されて、この後に来る事態を意識させられる。むろんルカは一連のことが起こった後に書き記しているので、人々の視線をそこへ集約させているのだ。同行者が詳しく記録されているのは、執筆当時、パウロが捕縛などで厳しい立場にあって世間の批判や、教会内でも不安が広がっていたことから、これらの人々に聞けば様子はちゃんと分かる、ということを提示する意図だったろう。パウロの書簡の中で繰り返し、自分の苦境が諸教会にとって挫折感にならないようにと案じている。
 
使徒　20:7-12
　トロアスは、有名なトロイ戦争の舞台にも近く、アジアとマケドニアが隣接する地域にある。ギリシアからシリアへ舟で行けば楽だが、陸路を使ったのでこのあたりを通る（すべて陸路ではなく海峡を船で越はしただろうが）。ユテコは集会中に居眠りした人として有名になってしまったが、聖書は彼を責めてはおらず、被害者のような感覚で扱っている。パウロも彼を助けて生き返らせ、皆も安心したという様子だ。死者の行き帰りなのにさほど大事になっていないのは、神は必要に応じてちゃんと対応してくださるのだという確信が人々に広がっていたからだろう。それにしても、パウロの話は長かったようだ。こういう率直な感想も挟まれているのが聖書である。でも、結局一晩中話していたのだから、パウロには長すぎて失敗したという意識はなかったのだと言える。聖書はパウロの行動のすべてを肯定しているわけではない。むしろ、苦笑いさせられる言動として、身近にいたルカたちの気持ちを示しているのだと受け止めるべきだろう。だが、そういうふうに欠点もあるパウロだが、彼が伝えた福音そのものには確かに力があり、そして世界中の人にとって重大なものであったのだ。
 
使徒　20:7
　週の初めの日という言い方は、使徒の働きではここが初めてのはずだ。日曜日のことだが、イエスの復活を語る際に注目されている日だ。クリスチャンたちが安息日から週の初めの日に礼拝を移したのがいつからなのかは明確ではないが、異邦人社会で礼拝が行われるようになったこととも関連しているように思われる。ただし、ユダヤの安息日とは違い、社会全体の休日ではないので、人々が集まったのは夕方、仕事を終えてからのようである。家が開放され、そこで聖餐式も行い、また、教えが説かれていったのだ。礼拝の時間などはその社会によって変化する。何とかして共に集い、共に主を礼拝する、それが最も大切なこととして扱われているのが分かる。
 
使徒　20:13-16
　トロアスからアソスまではさほどの距離ではない。とは言っても数十キロはあるが。仲間たちが船で進んだのに、あえてパウロだけ歩くことを選んだ理由は何も書かれていない。歩きたかったのか。どこかに立ち寄りたいという話なら、書いても良さそうだが。ともかく、今のトルコ西岸をたどるようにしてミレトスまでの旅程が記録されている。これも珍しい書き方で、そんなに細かく書かなくても地図を見る限り、ごく自然なルートにも思われる。注目すべきは地名より、日付のほうで、どんどん進んでいる様子がうかがい知れる。「急いでいた」ことがよく分かる。エルサレム訪問を早く終えてローマに向かいたいと願っていたのだろう（ローマ15:28）。残念ながら、彼の願い通りにはならなかったのだが。
 
使徒　20:17-21
　エペソは19章で長く滞在した場所で、そこの教会の人々とも懇意にしていた。今回は時間的に立ち寄れないので、人々を呼び寄せたのである。直接訪問すれば前回の騒動が再発して時間がかかると案じたのかもしれない。パウロは自らの活動に伴う苦労を語っているが、自分を認めてほしいという意図ではなく（そういう話をすることもあるが）、エペソの教会がこれから直面するであろう苦労に際して、どうかくじけないでほしいという願いを込めたものだ。これほどの苦労をしても届けたいと思ったほどに価値がある福音なのだから、という意味である。告別説教と呼ばれることもあるが、パウロの切々たる思いが色濃く示されている。
 
使徒　20:22-25
　パウロが言うとおり、彼は二度とエペソを訪問することはできなかった。もっとも、エルサレムでの事態を予想していたわけではなく、いつどんなことになるか分からないのだから、という程度の認識だろう。でも、それだから避けて通るというつもりはないのだと言う。自分はなすべきことを全うするだけで、その結果については神に委ねるのみ、ということである。なかなかこういうふうにはいかないのが人の常だけれど、本当に大事なことに取り組んでいる時には、こういう認識を抱くのかもしれない。単なる一時的な欲求や満足のためではなく、と知る時に、事は大きく変わっていくのかもしれない。
 
使徒　20:26-30
　28節の言葉を、教会の役職設定の根拠とするのはあまり望ましいとは思わない。もっと単純に、教会の人々を世話するようにと言い渡したということで良い。むろんここに聞いていた彼らはそういう役目をすでに果たしていた人々である。だが、改めてそう申し渡す必要があるほど、これから先の責任は大変で、肩に食い込むものだった。外からの迫害という攻撃と、内側からの異なる教えという攻撃の両方が出てくるという指摘は、歴史の中でも何度も繰り返されていることだ。今の私たちもまた問われるべきことでもある。
 
使徒　20:31-35
　エペソの指導者たちが事に取り組む際の姿勢について語られている。熱心に取り組むこと、神の御言葉にこそ人々を委ねること、それから自らの利得のために行動するのではなく他の人々を助けるべきこと、である。当時、ギリシアの教師たちは多くの財を手にすることを主目的として雇い主の間を渡り歩いていたとも言われているので、それが意識されているようだ。それにしても、神の御言葉への深い信頼は、神に仕えようとする人々全てに共通する、とても大事なポイントとなっていることは、今日もまた注目すべきことである。
 
使徒　20:36-38
　エペソでの活動は、パウロにとって思い入れの深いものだったのだろう。それがエペソの人たちにもしっかり伝わっている。パウロが捕らえられることをどこまで意識したかは不明だが、たとえ活動を続けられたとしても、パウロはもっと先へと進んでいってしまうという可能性は意識されていたはずだ。使徒8:39を思い出したが、人間的には残念でも、主の業がなされるのであれば、雄々しく別れを受け入れるのである。
 
使徒　21:1-14
　ここには二度、パウロのエルサレム行きを止めようとする動きが記録されている。ツロではそこにいた弟子たちが要望している。「御霊に示されて」は、「パウロを止めよ」という指示ではなく、大変なことが起こるという予告だったのだと考えるのが、事の推移からは妥当だ。カイサリアでの出来事も同じ種類のもので、アガボの預言はパウロが捕らえられることを告げるものだ。人々が止めるのは当然である。予告は明らかに神から出ている。こういう場合、その予告が意味するのはエルサレム行きを回避せよということだと受け止め、人々の助言通りにするのが御心に従う姿と考えるものだ。だがパウロは前に進んでいる。事態は予告通りになった。でも聖書は、パウロの判断が間違っていたというふうには語っていない。おそらく、書かれている以上に重要な、エルサレムに行くべき理由があったのだろう。それにしても、御心に従うとは何かというのは、実に難しい判断を必要とするのだと痛感させられる。むしろ、安易に「これが御心だ」と言ってしまうことへの恐れを、私たちは意識すべきだ。
 
使徒　21:15-26
　エルサレムには無事に到着し、エルサレム教会にも歓迎されている。パウロはユダヤ人クリスチャンと対立していたと言われることが多いが、確かに論争は起こったけれど、本質的には同じ信仰に立つ仲間として認め合っていることがうかがい知れる。パウロもユダヤの慣習を受け入れている。彼が主張していたのは異邦人にユダヤの慣習を要求することの間違いであって、ユダヤの人々がそれを好んで用いることを否定したわけではない。彼は革命を起こそうとしたのではない。このあたりは、真に大切なことを握りしめ、主張していこうとする時には、とても大事なあり方であると思う。
 
使徒　21:27-30
　この出来事は全くの誤解である。パウロはギリシア人を神殿に連れ込んだりはしない。異邦人クリスチャンが神殿で礼拝する必要性も認めていないし、ユダヤのあり方を否定もしていない。ルカはそのことを明確に記している。この人々が悪意から偽りの情報を流した可能性はあるが、ルカの書き方からすると誤解したのだと受け止める方が良いだろう。それにしても、こんな愚かなことで捕らえられ、その後の活動が制約されてしまうというのは、実に嘆かわしいことである。でも、それがこの世の現実である。そしてパウロ自身は、我が身に降りかかった災難を嘆いている様子は出てこないというのも、考えさせられることである。それでも、こんなことならエルサレム行きを延期した方が良かったのではないかと、つい、考えてしまうのだが。
 
使徒　21:31-36
　ローマの守備隊が動いたのは、エルサレムで騒動が起こるのは治安上望ましくないとの判断からだ。もともとユダヤは扱いにくいところで、そこでの混乱は大きな火事になる懸念がある。ユダヤ戦争はもうしばらく後になるけれど、でも、千人隊長の危惧は決して杞憂ではない。そのことは、暴徒の中で殺されてしまいかけていたパウロにとっては幸いだった。原因が不明だったので、パウロを厳しく扱うのは当時としてはさほど不思議なことではない。それに、騒動の種であるのなら、きちんと事情を把握して対処する必要もあり、ここでパウロを殺させてしまうわけにはいかなかったのだ。ローマ13章はこれよりも前に書かれたものだが、そこに記されているような権威の発動を見ることができる。むろんそれはけっして、権威を絶対的な善と言っているものではない。
 
使徒　21:37-22:2
　千人隊長はパウロを別の人と錯覚していたようだ。ギリシア語で語る様子から、自分と同じ文化圏の者と認識したようで、事情を知るためにもパウロが語ることを許可している。一方でパウロはユダヤ人に対してはヘブル語で語っており、彼が自分たちの同胞であることを人々に認識させている。この言語の使い分けは効果を発揮している。もちろん大事なのは語られる内容だけれど、でも、まずは聞いてもらわないとどうにもならないわけで、的確な対処というものも必要なのだと言うことをパウロは認識していたし、ルカもそれを意識していた様子がうかがえる。熱意は大事だが、それだけでは真に意義あることを人々に届けるには足りない。
 
使徒　22:3-11
　パウロが人々に語ったのは、自分自身がキリストに出会ったこと、そして、神の御心に従って行動してきたのだという内容である。このことは、神への熱意にゆえに反発している人々に聞く耳を持たせるのには有用な言葉だと思われる。だからこそ、ガマリエルのもとで修行し、ユダヤ的な認識の中でも熱心に歩んでいたことを、彼は明確に語っている。キリストに反対したことは過ちだったけれど、彼自身の認識の中では、その当時も、その後も、神に熱心に従うのだという意識そのものは、同じように続いているのだということが示される。これは、神に熱心にユダヤ人にとっては、自分たちのその熱心が真実なものへと導かれていくすばらしさを思い描くことができる道筋を提供するものでもある。入信はしばしば、以前の自分を全面否定するというふうに受け止められているが、パウロの姿勢の中には、そういう面もあり、そしてまた、継承されている面もあり、であることは注目したい。
 
使徒　22:12-16
　9章に書かれている様子とは微妙に違うのだが、パウロはここでは、あの時自分は「ためらっていた」のだと語っている。何をためらっていたのだろう。イエスが神である事、救い主であることは、否定しようがないほど明確に指し示されていた。今さら、本当かどうかと二の足を踏むことはありえない。とすれば、ためらっていたのは主の招きに応じて祝福を受け止るか、それともこんな自分にはその資格はないと覚悟を決めて滅びを選び取るか、そこで迷っていたのかもしれない。だとすれば、主がパウロに対して、この先に待っているのは大変なことなのだと告げているのは、彼にとってはむしろ好ましいものだったろう。むろん償いではない。でも、安穏と幸いを享受するだけではなく、主の御心にゆえに、それには、他の人々の幸いのために尽くす者であれとの求めは、激しく挫折した彼を前に歩ませるものとなったと言える。その後の奮闘はなるほど、である。
 
使徒　22:17-21
　この部分は9:26のエルサレム滞在のことを指しているはずだが、そちらの印象としては、頑張ろうとしたパウロがユダヤ社会の反対にあって動けなくなり、彼の身を案じた仲間たちがタルソに逃がしてくれたという趣旨のものだ。挫折である。ここでの語られ方でも、このままユダヤ社会によって押しつぶされて死んでも構わない、自業自得だという覚悟が見える。彼自身はもうだめだという諦めすら思っていたのだろう。それに対して神は異邦人伝道のことを語って彼を励まして下さったのだが、実際にパウロが異邦人伝道に乗り出すのはまだ先のことだから、あの時点でのパウロはとりあえず逃げてよいというところまでしか意識できず、後々になってから、主の導きの意味合いを悟るようになったのだろう。ひとりの人を立ち上がらせるために主がして下さることは、実に豊かである。
 
使徒　22:22
　群衆の反発は、異邦人にも神の祝福が届くのだということが、神ご自身の御心であるとのパウロの主張によるものだ。パウロは自分のことについて弁明しているようでありつつ、それ以上に、福音の核心部分について、強く語っていたことになる。これは使徒の働きだけでなく書簡においても常に見られることで、弟子たちの最大の意図は、何とかして人々がこの幸いに気づいてほしいという、その願いにこそある。この時点では気づけずにいる人々だが、この姿勢は多くのものたちにとって、実に幸いなことであるのだ。
 
使徒　22:23-29
　千人隊長の行動は、残念だがよくあることだ。事態を解明する必要があると考え、手っ取り早いのは当事者から理由を聞き出すこと。真実を言わせるためには、となる。現実には、それでは解決しないことのほうが多いのだが、こういう思い込みは常に存在する。パウロは苦しみを逃れるために市民権を持ち出したのではあるまい。それが有効であるのはピリピでも経験済みだ。でも、このまま鞭で打たれて潰されてしまったら、彼が果たすべき使命も頓挫するし、エルサレムにある教会もまた襲われることになりかねない。この後、パウロは断固として自らの無罪を主張しつつローマ側の一定の理解を手にしているが、それはエルサレム教会に対してユダヤ側が暴力に走ることを押しとどめる効果は確かにあったと考えられる。現にエルサレム教会はその後も大々的な活動を続けていくのだから。
 
使徒　22:30-23:5
　最高法院で話をする機会を手にしたのは、パウロとしては現状では最善のことだと言える。ローマに対してだけでなく、ユダヤ社会に対してもアピールできるのだ。一部の反発は消えないけれど、社会全体の混乱した憎悪は解消した様子も見えてくる。そういう必死の願いがあるからこそ、大祭司の横暴に対しては強く反発している。せっかく最高法院に立った者に対してその発言を抑え込もうとするのは、論理的にもおかしく、単に代祭司自身が気に入らないからというだけだったとしか言いようがない。パウロが大祭司を知らなかったというのは、それは皮肉だろう。もともとこんな言い訳で認められるはずもないのに、あえて言っているというのは、明らかに意図的、挑発的でもある。パウロたちの言葉だからと言って、何も常にお行儀の良いものとして考える必要はない。偽りはいけないというのと、こういう場面での言葉とは別の話である。
 
使徒　23:6-10
　パリサイ派とサドカイ派は、本来、水と油だ。ユダヤ社会を形成する上で共存しているが、意見は大きく食い違っている。パウロは自分という騒動の種を利用すれば、両者に混乱をもたらし得ると悟ったようだ。もっとも、混乱そのものが目的だったわけではないだろう。自分がとらえられてしまったことを、ユダヤ社会だけの話にしてしまったら先がないこと、それよりも事をなおいっそう大きくしてしまった方が打開の道が開けるのだと考えていたとしか言いようがない。そして、その意図は正解でもあったのだ。それにしても、霊的存在に関することが、これほどの対立になるとは。人にとって、この点は非常に深刻な話題なのだと痛感する。
 
使徒　23:11
　18:9-10に続き、パウロに特別な励ましが与えられている。それほどに事態は厳しいものだったということだ。でも、神の約束は常に変わりがない。どんなときでも、いつでも、主は私たちと共にいて下さる。それがなければ、人は前に進むことができないのだと痛感する。それにしても、ローマで、と告げられたことは、パウロにとって目指すべき道筋を明らかにするものだったと言えるだろう。確かに、今、ユダヤで混迷に陥っている。でも、神は自分をローマに立たせようとしている。それなら前に進んでいこう。こういう確信は大いなる勇気につながる。
 
使徒　23:12-22
　一連の事情をルカが詳しく記録していることからすると、当時、パウロのローマ行きについて疑義が生じていたのかもしれない。つまり、パウロはローマ行きを画策したのだ、とか。確かにパウロはローマに行きたかった。でもそれは、一直線にローマを目指すものではなく、あちこちを訪ねて歩きながら、さらにはスペインのほうを目指して、その途中で立ち寄るという意向である。そのことは手紙にも書かれている。ローマは決して最終目的地ではない。この推移は、パウロにとっては全くもって不本意なものだ。でも、それでもなお神は彼を、どこにいても用いておられる、というのが、この書の告げている現実である。
 
使徒　23:23-30
　千人隊長にとって最大の関心事は、もめ事を起こさせないことである。ローマの支配下にある地域を任されていた者としては、それこそが任務とも言える。パウロ一人を護送するのには大きすぎる部隊編成だが、これだけの勢力を見せつければ、ユダヤ側がいくら徒党を組もうとも、諦めざるを得ない。40人が400人に膨れあがっても、である。やり過ぎにも見えるが、それで混乱を回避できるのなら、有効な策と言えるだろう。パウロにとっては、身近な統治者がその職分において有能であったことは幸いだったと言える。ローマ13章などの積極的な意義を考えさせられる。
 
使徒　23:31-35
　アンティパトリスはエルサレムとカイサリアの中間あたり、でも、海岸にも近く、この先はもはや襲撃の心配はないと判断できるあたりだ。カイサリアがローマ側の本拠地である。この一帯はユダヤ総督の支配下だが、シリア総督のほうが権限が強かった。でも、キリキアは地域が違うので、扱いを慎重にしようと考えたのだろう。「保護」という言葉が使われているように、過酷な労に閉じ込めたということではない。パウロは肉体的には保護されていく。ただし、内面的には失意が激しかっただろうが。
 
使徒　24:1-9
　テルティロの言い分は全く正確ではない。当時の大祭司がローマ側と平穏であることを求めていたのは事実だが、ユダヤ社会全体は敵対心を各層ともしていなかったはずで、事情は複雑だ。テルティロもそれは承知していただろうが。パウロについては、彼がキリスト教の運動の首謀者ではなく、エルサレムにははるかに大きな教会があったのに、そのことについては触れようともしない。エルサレム教会と対決するのは得策ではなく、パウロだけ排除したいという思いがありありである。むろん、パウロが神殿を汚したことはない。この頃のエルサレム教会がどういう態度であったのかは詳しく書かれていないが、ユダヤとの全面対決は困難と考えて、主の御手に委ねたというあたりだろうか。
 
使徒　24:1-9
　テルティロの言い分は全く正確ではない。当時の大祭司がローマ側と平穏であることを求めていたのは事実だが、ユダヤ社会全体は敵対心を各層ともしていなかったはずで、事情は複雑だ。テルティロもそれは承知していただろうが。パウロについては、彼がキリスト教の運動の首謀者ではなく、エルサレムにははるかに大きな教会があったのに、そのことについては触れようともしない。エルサレム教会と対決するのは得策ではなく、パウロだけ排除したいという思いがありありである。むろん、パウロが神殿を汚したことはない。この頃のエルサレム教会がどういう態度であったのかは詳しく書かれていないが、ユダヤとの全面対決は困難と考えて、主の御手に委ねたというあたりだろうか。
 
使徒　24:10-21
　パウロの主張は、もちろん嘘偽りはない。彼は本気で律法を与えられた神に従っていたのだし、神殿に関しても何かの騒動をもたらしたわけではない。もっとも、旧約の理解についての大きな食い違いについて、つまり、イエスが救い主なのだと気づいたことについては、何も語っていない。それはフェリクスの立ち位置を考えるとその論議をしても意義はないと考えたからだろうか。フェリクスはユダヤ人の妻がいたので、事情についてはよく分かっていたようで、福音そのものの是非に踏み込む気はなかったようだ。復活の話は、その場に来ていたユダヤ側の代表が、大祭司と長老たちであること（1節）からすると、パリサイ派がいないという点を暗に批判しつつ、正当な対処を求めているのだと言える。フェリクスは総督としての責任を自覚していたので、パウロを一方的に罰することはしていない。事はまだまだ動かない。
 
使徒　24:22-27
　フェリクスはパウロの語ることに興味を持ったようだ。これだけの騒動になる重みがあるのだと考えて、何か利用できるかもしれないと考えたのか。そこではパウロも福音そのものを語ったようである。だが結局フェリクスは興味関心までで止めてしまい、先へと踏み出すことをしていない。金をもらいたい下心への言及は、本気で踏み込んでこようとしない彼の状態を示すものだろう。しかし一番の問題は、そうやってずるずると時が流れてしまい、2年も自由を奪われたままだったということにある。肉体的な苦痛はなく、暮らしも穏やかだったろうが、各地を回り、福音を伝え続けたいと思っていたパウロとしては、実につらい時間と言える。それがこの後、ローマへの上訴を求めた理由でもあるだろう。
 
使徒　25:1-5
　新しい総督のフェストゥスは、事の推移をさほど聞かされていなかったようでもある。だが、祭司長たちの態度から、事が複雑であることは察知したようだ。総督になるくらいだから、それなりの能力はある。ちなみに、ローマの総督はもともとさほど長い期間ではなく交代するのが常である。祭司長らの策略に気づいたかどうかは分からないが、ごく常識的な対応をして、フェストゥスはカイサリアに戻っている。もし、祭司長たちの策略が実行されていたら、総督にとって大きな失点になっていただろう。誠実に、公正に行動するのは大事なことであるのだ。
 
使徒　25:6-12
　フェストゥスはユダヤ側に対しても誠実に行動したようだ。裁判はすぐに開かれている。ただし、ユダヤ側は罪状を立証できない。当然ではある。最初から何もなかったのだから。対立していたのは救いとは何かという教義そのものの課題である。パウロとしてはこれ以上留め置かれることを避けたかったのだろう。皇帝への上訴というローマ市民が持っている権限を行使した。総督としては、ごくまっとうに、パウロをローマに送ることを決めている。厄介事からは離れられるし、ユダヤ側も諦めるだろうとの判断だ。ローマで処断されることになったとしても、そんなことには関心はない総督である。事は淡々と進んでいる。
 
使徒　25:13-22
　アグリッパ王は12章に出てくるヘロデの息子で、ローマ皇帝の宮廷で育った人だ。最終的にはユダヤの領主としての地位を持つようにもなったので、総督が敬意を払うのは当然である。由緒正しいユダヤの王家とヘロデ大王の血を引き、ユダヤの事情には精通している人だったが、彼はユダヤ戦争においてもローマ軍と同盟を結んでおり、ローマの側に立つ人だったと言える。ベルニケは彼の妹に当たる。フェストゥスがこの話をアグリッパに持ちかけたのはたまたまのことに過ぎないが、着任まもなくてユダヤの事情を把握し切れていないと自覚した彼は、ちょうど良い相談愛捨てを見つけたという思いだったに違いない。フェストゥスの言葉は、多少、自分に有利な言い方になっているけれども、基本的には公平な見方を保持していると言える。
 
使徒　25:23-27
　フェストゥスの認識が改めて説明されている。つまり、ユダヤ人の側では激しく批判しているけれど、自分の把握する限りでは、パウロには何の罪も認められない。暴動の中で保護したに過ぎないのだから、そのまま解放してもよいのだが、本人が皇帝に上訴したので、その希望通りに扱うことにした、ということである。おおよそこれは、パウロの置かれている状況の真実を示しているものと言えるだろう。もっとも、解放したらユダヤ人がパウロを襲撃するだろうという点は触れられていない。ローマに送ると決めた以上はそんな脅しを気にする必要もない、と考えたからかもしれない。結果的には、こういう方針でローマに送られたことで、パウロとしては可能性を手にすることができている。
 
使徒　26:1-8
　パウロの弁明が始まる。いつもとは様子が違うけれど、状況を踏まえての語り方だと考えれば、さほど違和感はない。まず彼は、自分が生粋のユダヤの信仰を歩んできた者だと主張している。その当時抱いていた望み、神への期待を、パウロは決して否定的には見ていない。彼が心を入れ替えたのはイエスに関する理解、認識であって、多くの部分は継承されている。「新しく」というのは、一切を捨て去って、何もないまっさらのところに新しいものを造り上げていくことではないようだ。だが、そうやって多くを継承しながらもなお、決定的にその意味合いが変化していく。それほどに、イエスこそが救い主キリストであるということは、この世にとって、人々にとって、神の前に立つ者にとって、重大な意味を持つことになるのである。
 
使徒　26:8
　この言葉からすると、神が父祖たちに与えた約束とは、神が死者をよみがえらせてくださることに深く結びついているようだ。確かに、今の世のことだけが全てなのだとしたら、この小さな日々に過ぎないのだとしたら、そこで何かを必死になってみてもどうにもなりえない。神の祝福はもっと大きいのだとパウロは確信している。よみがえりがなければ希望は失せるのだ。だからこそ、キリストがよみがえられたことは、多くの人々にとって決定的な意味を持つようになった。このブログの順番では、今日はちょうど2019年のイースターに当たる。死者の復活という話題はユダヤ人の間でも混乱があるのだが、パウロはもっと積極的に、そこに恵みが満ちあふれていることを意識しているようだ。
 
使徒　26:9-11
　自分の本来の願いについては、堂々と肯定して見せたパウロだが、イエスに関する理解と判別においては、彼は決定的な過ちを犯した。今、そのことを理解しているパウロは、だからこそ正面から向き合っている。過ちはないのがいい。だが、それをしてしまうことが多い私たちであり、だとすればどうするのか。率直にそのことを認め、そして神の手に身を委ねるしかない。もともとから自堕落という場合もあるが、良かれと思ってしたことの結果がこれだと、かなり気落ちするだろう。でも、真実にちゃんと出会うためには避けて通ることはできない道だ。
 
使徒　12-18
　何度か繰り返されている話で、趣旨はいつでも同じだ。その中でも、今回は14節のように「ヘブル語で」という表現が加わって、一連のことが旧約以来の神の御業そのものであることが明示されている。これはユダヤの勢力とぶつかっていたので、真に神への信仰に立つのはどういうことかを明示する必要があったからだ。使徒4:19とも同じ色合いを感じる。それにしてもこれだけ繰り返されているというのは、パウロが自分の立ち位置を、あくまでも神の御心であり、彼自身の思いではないという点を、強く明示していることを考えさせられる。それは大きな業であるほどに注目すべき要素だ。
 
使徒　26:19-23
　この部分の話は、相手がアグリッパだからこそのものだ。パウロの指摘はするどい。まさにここ、つまり、神が全ての人に、異邦人も含めて、その人々に福音を届けておられるのだということこそ、ユダヤ側が強く反対した部分である。でも、ユダヤ人から祝福を取り上げて他の人々に、というのであれば反発もわかるが、自分たちへの幸いは変わることなく続いているのなら、ユダヤ側の態度は実に、旧約そのものにも激しく抵触することになる。
 
使徒　26:24-29
　フェストゥスがなぜ「博学が」と言っているのか、少々不思議だ。パウロはそういう部類の話をしたわけではない。聞き手の理知に訴えたわけではなく、神の御業をそのまま記録しただけ。でもフェストゥスはそこに圧倒されるものを感じたのだろう。福音という神の業は、そこですでに人々に圧倒的に関わってくれる。アグリッパはパウロの主張する意味合いを理解したようだ。それが妥当な受け止め方であることも。ただし、納得するかどうかと、神に寄り頼むかどうかは別の話だ。だからなおさら、精一杯語り続けるのでもある。
 
使徒　26:29
　ここにある「この鎖は別として」は考えさせられる言葉だ。それ以上に「私のようになって」と言うのも印象深い。でもそれは実感でもある。自分が立派だとは思わないし、色々課題があるのも承知している。でも、そんな者に神が助けを与え、顧みてくださるのなら、その点のゆえに、同じようになってほしい、同じ幸いを手にしてほしい、そう願う。恵みを思うのであれは、この願いは全ての信仰者たちに存在するもの。そうであるべきもの、きっとそうなると信じるべきもの。この祝福はそれほどに豊かな幸いであるのだから。
 
使徒　26:30-32
　ルカがこの点を明記しているのは、パウロのローマ送致が罪状のためではなく本人の意向によることを指し示すためだろう。ルカがこの書を書いた時期は不明だが、おそらくパウロがローマで捕らえられていた時、それも最後ではない時点だと考えられる。とすれば、ローマの人々にはパウロの事情を分かってもらう必要があっただろう。もっとも、このまま釈放されるとユダヤ側の襲撃が懸念されたので、いったんはこういう形でユダヤを離れるというのは妥当なことだった。それにしても、長い幽閉生活が続いており、ようやく、である。自由に活動できない日々は、パウロにとって何よりもつらいものだったに違いない。
 
使徒　27:1-12
　詳しく書いてくれているので、今の私たちもパウロたちの航路を詳細にたどることができる。風の力を使う当時は、強すぎる風に対応するためには慎重にコースを選ばねばならない。むろん、船乗りたちは良く分かっていて、それが旅がなかなか進まなかった理由でもある。でも結果として、9節のように、旅を進めるのには危険な季節を迎えてしまった。冬を越すにはそれなりの環境も必要で、フェニクスまで行こうと計画したのは、ごく常識的なものだったと言える。ラサヤからフェニクスは同じ島の沿岸であるし、海岸伝いに行けば良いのだから、さほどの危険もないと判断したのは当然のことだ。それがうまく進まないのだから、やはり人は自然には勝てない。
 
使徒　27:9-11
　もっとも、この推移の中には、パウロが警告したという点が含まれている。これは神からの指示によるものではないだろう。それならそのように書いてあるはずだ。パウロは旅慣れていたから、不安を覚えたと見るべきだと思う。後に、神が明確に警告された場合には、パウロも断固として語っているので、その違いが浮き彫りになっている。信仰者として、神の指示か、それとも自分の判断かで態度に差が出てくるのは、しごく当然のことであろう。そこの区別がないとしたら、そのほうが問題でもある。にしても、百人隊長がパウロよりも船長の判断を優先したのは、それはごく一般的なことだとは思うけれど、でも、人間の見ているものには限界があることを痛感させられるものだ。
 
使徒　27:2-3
　この旅路についてルカは、隊長がとても好意的に対応していることを示している。「私たち」と書いてあるように、パウロは仲間たちと同行しているのだし、途中からアリスタルコも加わっている。シドンで友人たちの家を訪ねることも許可されていて、囚人の護送ではなく、上訴した者を無事にローマに届けるという趣旨だったことがよく分かる。権力を持つ者がそれを振りかざす場合もあるが、自らの権限と使命に忠実に仕え、だからこそ的確に人々を扱うという人もある。どちらが真に良き社会を形成するものになりえるかは明らかであるが、そのことに気づいている人は残念ながら少ない。ローマ側の対応は、この時代においてはごく中立的であった。ただしそれはキリスト教を知らない時代のことで、その後は衝突が明らかになって行くのだが。
 
使徒　27:13-20
　沿岸を進んでいたのに暴風で遠洋に押し流されてしまったのだから、そうとうに厳しい嵐だったのだと言える。必死の対応がなされているが、同時に、自力では乗り切れないと諦めていること、ともかく沈まないことだけとか考えられなくなっている様子が書き記されている。船具というのは別訳では錨とか帆となる場合もあるようだから、とすれば、嵐が止んでも、外洋で取り残されたらどうにもならないことになる。積荷は捨てても後に見るように食料は残してあったのは、長期戦を覚悟したからでもあろう。まさに、「助かる望みは完全に絶たれ」ようとしていたのだ。ルカも同行していたようで、その恐怖を共に味わったのである。
 
使徒　27:21-26
　これはパウロが人々を励ましたというものではない。神が呼びかけてくださって、人々に諦めてしまわないようにと支えを与えてくださったものだ。パウロ自身の思いは21節からすると愚痴も言いたくなるというふうだったのかもしれない。それでもなお、神の確かな約束こそが、そこに掲げられている。危機に直面するときにこそ、こうありたいものだと、そう願う。神の前を生きる者はこの世の光であると告げられているとおりである。
 
使徒　27:27-38
　この船が助かる道は、どこかに流れ着くことしかない。だからこそ、沈まないことと体力の温存が鍵になる。パウロの進言は適格である。逃げ出そうとした人々を留めたのは、自分のことしか考えない人がいると一蓮托生、などというのは神のなさることには似つかわしくないので、人々の希望を壊さないためのことだったのかもしれない。あるいは、最後は小舟を使って陸に上がる必要があるから、ということだったのかもしれないが、皆、慌てているので、なかなかうまくはいかない。それにしても、パウロの言葉がこれほど受け入れられているのは、人々が切羽詰まっている事、パウロを通して語られている神の呼びかけが確かであることを人々が察知し始めていたからだろう。いい加減な言葉ではなく、しっかりとした言葉を語り続けることは大切だ。たとえ反対はされたとしても、である。
 
使徒　27:39-44
　目指したことは良かったが、結局、船は助からない。ここで小舟があればより楽だったろうが、すでにない。むしろ、船が壊れたおかげで、皆はつかまるものができて助かったと言える。兵士たちの判断は常識的だが、パウロがいたことと、百人隊長の適格な判断で、皆が助かっている。それに上陸したのは島だから、逃げてしまう可能性もなく、兵士の危惧は無用だったのだ。そうとは知らなかったようだが。何事につけ、しっかりと判断していくことは、結局は良い結末にたどり着ける鍵でもある。
 
使徒　28:1-6
　ルカがこの出来事を記録したのは、パウロには神秘的な力があると言いたかったわけではない。むしろ、マルタ島の人々の感覚がルカなどとはちょっと違っていて珍しかったのだろう。物事に一喜一憂して、何でも神秘的に考えすぎない方が良い。パウロは淡々としていて、まむしに注意を払っている様子もない。ほとんどの場合、それで十分なのである。それにしてもマルタ島とは、ずいぶん遠くまで流されたものである。ローマに行くのには便利だが、でも、こんなふうに沿岸を離れて航海するのは、通常だったら大いに避けたいものだったろう。嵐も漂流も災難だが、それでもなお神は事を進めてくださっている、という一つの事例でもある。人にはできないことでも、それでもなお、御心に適うことは諦めるべきではない。
 
使徒　28:7-10
　パウロたちにとってマルタ島は単なる寄り道であるが、そこにいる人々に助けが必要ならば、それに応えていこうとする。こういう姿勢が、神から良きものを与えられている者の基本である。何か助ける理由があるわけではない。助けたら見返りがあるとか、便宜を図ってもらえるとか、そんなことは何も関係がない。山に登る理由はそこに山があるからだと言った人があるが、人に手を差し伸べるのはそこに助けを必要としている人がいるから、それだけで十分である。
 
使徒　28:11-15
　漂流したのが嘘のように、以降の旅は順調だった。結局、冬を過ごした後で旅を再開したが、ここから先はシラクサまでが少し距離があるけれど、その先は沿岸をたどっていけばよいので、まず問題はない。パウロへの扱いも良かったようだ。プテオリはイタリア本土にある町だが、7日も滞在が許されている。パウロの境遇をとらわれの身と考えるのは一般的だろうが、本来これは犯罪者の護送ではない。上訴したので自由に制約は生じたけれど、逃亡を恐れる必要性もないことであって、そういう事情にふさわしい扱いになっている。ただ、当然にそうなり得るわけではなくて、一連の出来事の中でパウロが、地の塩、世の光であったことが、大きく影響していると言える。混乱の中に身を置くことは多々あるが、それでもなお誠実に、人々に対しても親身に関わり続けることは、とても意義深いことである。
 
使徒　28:16
　パウロのローマでの境遇は、軟禁のようなものだ。家の中にいるかぎりは自由に過ごせて、ただし外出は制限されている。だから、人々に来てもらうことはできるが、街に出て行って語るわけにはいかない。病床にあるとすれば、と考えたら、似たような自由と言えるかもしれない。それだから、パウロは精一杯に機会を生かしている。何としても福音を届けたいと願い続けてきたパウロとしては、ごく当然のことでもある。福音宣教に限った話ではないが、それぞれに神から与えられている人生の意味合いを実現していくことにおいて、私たちは果たしてどれだけ「本気」なのかと問われているようにも思う。
 
使徒　28:17-22
　呼び集められたのはローマのユダヤ人社会の代表たちだ。異邦人に語ると言いつつも、パウロは常にユダヤ人に福音が届くことを切望してきている。だからローマでも、ユダヤ社会との接触を望んでいる。ローマは遠い。パウロの噂は聞こえていても、激しい中傷は届いていなかったようだ。そしてローマの人々は幸いにも、パウロ本人からちゃんと聞きたいと望んでいる。福音にしても何にしても、意見が分かれるのは仕方がない。でもせめて、ちゃんと聞いて、その上で、であろうとすることは、大事な姿勢だ。これまでパウロに反対する人々は、しっかり聞いた上で、という部分を欠いていたので、この環境はパウロにとって実にありがたいものだったろう。
 
使徒　28:23-28
　この箇所の理解としては、書き方からすると、ユダヤ人が意見を一致させないままで立ち去ろうとしたことにパウロが厳しい言葉を投げかけたようにも見える。ただ、諸事情を考えると、同意しなかった人々に対する言葉として受け止めた方が良さそうにも思える。福音が真剣なものであるほどに、意見が一致することなどあり得ないことだからだ。いずれにしても、25節からの厳しい言葉は、パウロのユダヤ人への切なる思いの表れだ。彼の言葉はしばしばとんがっているが、情にあふれているからこそのもの、ということを、意識しておくべきだと思う。パウロがユダヤ人を捨て去るなど、あり得ないことであるのだから。
 
使徒　28:30-31
　使徒の働きはここで終わっている。その後、パウロはいったん釈放されて、また自由に伝道旅行ができるようになったのだと言われている。その後でまた捕らわれて、第二テモテなどを書くことになる。とすれば、ルカはパウロが釈放された段階で、ひとまずこれで良い、この書の目的は達したのだと考えたのだろう。それはしかるべき立場にいたテオフィロに、キリスト教という存在がとても真摯なものであること、まがい物ではないことを示すことにあったからだ。それにしても、パウロの最期が書かれていないのは、この書を書いた時期も解放されて旅して回っていた時期の間ということを指し示していると思われる。パウロの生涯はまだ終わっていない。福音宣教の歩みはまだ終わっていない。物事は常に途上であり、先へと進んでいく、パウロが、その次の人々が、である。使徒の働きは完結したが、そこに記されている「働き」はなお力強く続けられている。今に至るまで、である。
 
使徒の働き　終了
　使徒の働きを読み終えました。7ヶ月ほどでした。出来事が綴られているので、読み進めるのには楽だったかもしれませんね。でも、書いたように、これで終わりではありません。事は進んでいる。新約の中でも、まだ先があります。だから、主の御心と御業を、常に訪ね求めていくことができるようにと、そう願っています。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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